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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

４下 図１１－３（上から見た図）

・カ

・オ

図１１－４（数から見た図）

・キ

実験 修正 実験１を次のように修正した。 盲児童の感覚を活用し52
１ 実験１ た実験方法にした。金属

金属棒や板の一部を熱して，ほかの部分がどのよう の棒や板は，できるだけ

に温まっていくかしらべよう。 長さや広さのあるものを

温まり方は，予想と比べてどうか。 使うと安全で分かりやす

（準備するもの） い。

金ぞくのぼうと板，鉄製スタンド，アルコールラン 別法として，板より小

プ，マッチ，燃えさし入れ，ぬれた雑巾 さめの立体図形複写装置

（図１１－３ 金ぞくをあたためる装置 省略） の用紙を金属板に貼り，

（方法） 弱い炎で加熱すると，あ

①ぼうの一方のはしや板の一つのかどをスタンドでと たたまり方をわりばしで

める。 観察することもできる。

②金ぞくのぼうや板をアルコールランプであたため， ｐ５０の実験を「実験

火の遠いところから順にさわって，温度の違いを調 １」としたため，実験番

べる。 号が一つずつずれてい

（注意） る。

①ほのおの先で熱するように，先生に見てもらう。

②アルコールランプは，アルコールランプの使い方を

読んで，正しく使う。

③結果がわかったら，すぐに火を消す。

④金ぞくは，さめるまでさわらない。

「 」 。53 下 修正 サーモテープで調べる方法 は知識として扱った

◎サーモテープで調べる方法

， ，あたためると ５０℃で色が変わるサーモテープで

おおよその温度を色で知ることができる。これを金ぞ
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

４下 くのぼうや板にはって実験をすると，あたたまってい

くようすを調べることができる。

実験 修正 実験２を，次のように修正した。 盲児童の感覚が活用で55
２ 実験２ きる実験方法にした。

水を入れた試験管を熱して，水の温まり方を調べよ

う。

（準備するもの）

試験管２本，小石２個，氷，ろうそく，マッチ，燃

えさし入れ，ぬれた雑巾

（方法）

①大きめの試験管に氷を入れて，小石でおさえる。

次に，水を３分の２ほど入れ，図１１－６（あ）の

ように，水面近くをもって試験管をかたむける。底

の部分をろうそくの小さい炎であたためる。水面近

くがあたたかくなると，あたためるのをやめる。

試験管の外側から注意してさわり，あたたかさを調

べる。また，中の氷がどうなっているか，調べる。

②別の試験管に同じように，氷，小石，水を入れ，図

１１－６（い）のように，底の部分をもって，今度

は水面近くをあたためる。水面が沸き立ってきてか

ら，あたためるのをやめる。試験管の外側から注意

してさわってみる。また，中の氷がどうなっている

か，調べる。

（注意）

試験管の口を，人のいるほうに向けない。また，熱

している試験管の口に，目を近づけてはいけない。

（図１１－６ 水のあたたまり方を調べる方法 省

略）

下 削除 「サーモテープで調べる方法」は削除した。 ｐ５３で紹介している55
ため削除した。

実験 修正 実験３を次のように修正した。 盲児童の感覚を活用す56
３ 実験３ る方法にした。

水を下の方から熱して，あたためられた水が上の方 実験装置は次のように

に動いていくか調べよう。 作るとよい。

（準備するもの） シャンプーの容器のよ

図１１－８のような平たいプラスチックの容器に試 うな平らなプラスチック

験を差し込んだ装置，加熱器具（アルコールランプか 容器のふたに試験管が入

ガスバーナー） る穴をあける。穴をあけ

（方法） るには試験管の底を加熱

①実験装置の試験管の部分を加熱器具で加熱する。 してふたに押し当てて回

②平たいプラスチックの容器を両手ではさむように せばよい。図のように，

持ち，あたたかくなったら水が動いているようすを 試験管の口径に合ったパ

調べよう。 ッキングをはさんでふた

観察したら，すぐに，試験管を火からはなす。 を閉める。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

４下 図１１－８ 水が動いているかを調べる装置

実験 修正 実験４の②を次のように修正した。 盲児童の感覚を活用す57
４ る方法にした。

②電熱器の上で，空気を入れたポリエチレンの袋を手

に持ち，そっとはなして，空気がうごいているか，

たしかめる。

ポリエチレンの袋を手放す位置を，いろいろとか

えてみる。

３ 削除 写真を削除し次のように文章化した。60
修正

山梨県北巨摩郡では，小川のまわりの雪はとけ，と

ころどころに緑色の植物の芽がでている。木の枝の先

がふくらんできた。

写真 修正 写真や絵を削除し次のように文章化した。61
絵 追加

「早春の野原のようす」

野原には，タンポポやオオイヌノフズリなどの花が

さき，木の芽もふくらんできた。オオカマキリのたま

， ， ，ごや アゲハのさなぎは 冬のままのすがたであるが

ナナホシテントウの成虫やヒキガエルは活動を始めて

いる。

， 絵 削除 「動物の活動と植物の成長の様子」の記録カードは62 63
修正 文字の内容のみを記した。

絵 削除 「生き物新聞」は，文章のみを記した。

修正

， 写真 修正 「生き物の１年のくらし」は，写真を削除し，文章64 65
追加 と図で表した。

空気抜け穴

試験管

アルコールランプか

ガスバーナー

平たいプラスチック

容器

手 で は

さ ん で

た し か

める
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

４下 図１２－１ ヘチマの１年のくらし

裏点

わかい実

花

夏 実

本葉 秋

春

冬

子葉 早 かれた実

春

種種

図１２－２ サクラの１年のくらし

裏点

夏 秋

春 冬

早

春

図１２－３ オオカマキリの１年のくらし

裏点

夏 秋

春 冬

早

春

成 虫

成虫が

卵をうむ。

たまご

卵をうむ。

花がちり、緑の花が

おいしげる。

幼 虫

芽がでる。

たまごから

よう虫がかえる。

。葉がかれる

花がさく。 。葉が落ちる
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修正
学年 ページ 行

事項 修 正 内 容 備 考

４下 下 削除 図を削除し，文章化した。66
修正

季節による成長や活動の様子

アゲハ

１年間に３～４回，たまごから成虫への成長をくり

返し，さなぎで冬をこす。

春：さなぎ→成虫

春から夏：たまご→よう虫→さなぎ→成虫

秋から冬：たまご→よう虫→さなぎ

冬から春：さなぎで冬ごし

オオカマキリ

春から夏・秋：たまご→よう虫→成虫

秋から冬：たまごで冬ごし

５上 追加 図を文章化した。3

天気予報は天気の変化を予想したものである。天気

予報は，気象衛星の雲写真，アメダスの雨量情報等を

もとにしている。気象衛星からの情報をもとに，雲の

ようすを表したものが，気象衛星の雲写真である。ま

た，各地の雨の量を自動的に計って，雨の降っている

地域を雨の強さの違いで表しているものが，アメダス

の雨量情報である。

太郎「雲の位置が変わると天気はどのように変化す

るのかな」

花子「雨の降っている地域はどこかしら」

理科博士「雲の様子からも天気の変化を予想するこ

とができるね 」。

修正 図を文章化した。4
修正 観察１を次のように修正した。7

観察１

数日間，実際に天気を観察して，気象情報とくらべ

よう。

①調べる日の全国のおもな地点の天気や気温の予報を

記録する。その時，何時の予報か記録する。

②③（本文通り）

天気を調べる朝の新聞の雲写真を拡大して立体図形

複写装置用紙にコピーする方法もある。

削除 観察２を次のように修正した。9
修正 観察２

観察１の経験を生かして，晴れの日，くもりの日，

雨の日を予想し，それぞれの日の１日の気温の変化を

調べよう。

①１時間おきに気温をはかり，温度を記録する。休み

時間毎にはかっても良い。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上 削除 ②その時の天気を記録しておく。天気のようすが変わ

修正 ったら，その時のようすを記録する。

気温のはかり方

温度計に日光が直接当たらないようにする。たてた牛

乳パックをたてに半分に切り，これを温度計のひさし

に使う方法もある。

削除 記録用紙のグラフをカットした。10

記録用紙のグラフのイ 「風が強くなった」ウ「夕．

方に雨がやんだ」の情報をイ「くもりの日」ウ「雨の

日」のグラフに入れた。

修正 写真を削除して，次のように文章化した。14

いろいろな植物のたねと発芽の例

インゲンマメ：インゲンマメの種子(たね)は 豆(食，

べる部分)である。豆を土にまくと，芽が出てくる。

タンポポ：タンポポのたねには，わたげがついてい

て，風で遠くへとばされる。春になると，地面に着い

たたねから芽が出てくる。

， 。クヌギ：クヌギのたねは まん丸のどんぐりである

どんぐりから芽が出てくる。

クロマツ：クロマツのたねには，プロペラのような

ものがついていて，乾燥した日に風で遠くへとばされ

る。まつぼっくりを触ると，たねがとんでいったあと

のなごりがわかる。春になると，地面に着いたたねか

ら芽が出てくる。

追加 実験１の前に次の「実験の準備」を追加した。16

実験の準備

図２－１のように，小さな容器にインゲンマメの種

子をまくと，これからの実験に便利である。

①プラスチックのカップなどを，入れ物として利用す

る。底に小さなあなをいくつかあける。

②入れ物の中に，バーミキュライト（肥料をふくまな

い土）を少し入れる。

③インゲンマメの種子を，種子のへこんだ方を下に向

けて，バーミキュライトにのせる。

④その上にさらにバーミキュライトを入れる。

実験１

種子が発芽する条件を調べよう。

１．温度は，発芽と関係があるのだろうか。

実験の準備のように，インゲンマメの種子をまいた

カップを２つ用意し，次の(ア)と(イ)のようにして，

条件を変える。

(ア) 暗くするために箱をかぶせ，日光の当たらな

い所に置いておく。このとき，まわりの空気の温度を

はかっておく。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

， 。（ ）５上 追加 (イ) 冷蔵庫に入れて 温度を低くする ℃6~7
(ア)と(イ)で，同じにする条件はなにか。

２．水は，発芽と関係があるのだろうか。

実験の準備のように，インゲンマメの種子をまいた

カップを２つ用意し，次の(ウ)と(エ)のようにして，

条件を変える。

（ウ）水をあたえて，いつも土がしめっているように

する。

（エ）水をあたえない。

修正 実験の条件を整理させるための書き込み式の表を削17
除し，次のような文章に修正した。

１．２．３．の実験について，(ア)から(カ)までの

それぞれの条件を，まとめると次のようになる。

条件のまとめ

１．温度と発芽

調べる条件

（ア）まわりの空気の温度と同じ。

（イ）温度を低くする。

２．水と発芽

調べる条件

（ウ）土がしめっているようにする。

（エ）水をあたえない。

３．空気と発芽

調べる条件

（オ）空気にふれないようにする(水にしずめる)｡

（カ）空気にふれている。

修正 観察１を次のように修正した。また，ヨウ素液を用19
追加 いた実験の内容，および 「でんぷんの調べ方」につ，

いては，資料として追加した。

観察１

インゲンマメの(ア)の部分の中身は，発芽する前と

発芽したあとでどうちがうか，調べよう。

① 水にひたしてやわらかくした種子を，指で押しつ

けてたてに割り，図２－２のようにする。

（ ） 。② 発芽してしばらくたった ア の部分をもぎとる

③ ①と②を触って観察し，どう違うかくらべる。

修正 ヨウ素液のはたらきを知識として扱った。20
資 料

「でんぷんとヨウ素液」

デンプンは，ごはんやパンやいもなどに多くふくま

れている養分です。でんぷんにヨウ素液をつけると青

むらさき色に変化します。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上 修正 水にひたしてやわらかくしたインゲンマメの種子を

カッターで横に切り，その切り口にヨウ素液をつける

と，切り口が青むらさき色に変わります。このことか

， （ ） ，ら 図２－２のインゲンマメの種子の ア の部分に

でんぷんがふくまれていることがわかります。発芽し

（ ） ，てしばらくたった ア の部分をカッターで横に切り

その切り口にヨウ素液をつけても，切り口の色は変わ

りません。

トウモロコシの種子にもでんぷんが含まれていて，

発芽するときの養分として使われます。

修正 実験２を次のように修正した。22
実験２

植物が成長する条件を調べよう。

（１）日光は，植物の成長と関係があるのだろうか。

（ア）インゲンマメのなえの植木鉢を，日なたに置

いて，毎日，肥料を入れた水を，(イ)と同じ

量ずつあたえる。

（イ）図２－５のようにおおいをして，日なたに置

き，毎日，肥料を入れた水を，(ア)と同じ量

ずつあたえる。日なたに置くのは，温度の条

件を（ア）と同じにするためである。

４～５日後に，成長にちがいが見られたら，

記録して，実験をやめる。

（２）肥料は，植物の成長と関係があるのだろうか。

（ウ）肥料を入れた水を毎日あたえ，日なたに置

く。

（エ）肥料の入っていない水を毎日あたえ，日なた

に置く。

与える水の量は，(ウ)と(エ)で同じにする。

２～３週間後に，成長にちがいが見られた

ら，記録して，実験をやめる。

(ウ）の条件は（ア）と同じなので （ア），

でみていってもよい。

肥料はあたえすぎないように，注意する。

修正 写真を削除し，次のように文章化した。24

（１）日光と植物の成長との関係をまとめよう。

実験２の(ア)と(イ)の約１週間後のようす

（ア）日光によく当てたものは，葉の枚数が増え，

いきいきとしている。

（イ）おおいをして，日光に当てなかったものは，

しおれている。おおいをはずし，約１週間たつ

と，しおれていた葉は，またいきいきとしてく

る。

（２）肥料と植物の成長との関係をまとめてみよう。

実験２の(ウ)と(エ)の約３週間後のようす
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上 （ウ）肥料をあたえたものも （エ）肥料をあたえ，

なかったものも，ともに葉の枚数が増えているが，

（ウ）のほうが（エ）より，葉の枚数が多く，葉が大

きい。

， 差し メダカより盲児童が観察しやすいカエルに差し替え26 27
替え た。資料７を参照。

カエルも人も，たまごから生命が始まる。

カエルのめすは，からだの外にたまごをうみ出し，

たまごは水中で育つ。人の子どもは，母親のからだの

中（子宮）で育つ。

それぞれのたまごは，どのように変化して，子ども

に育っていくのだろうか。

図３－１[見開きの左に] カエルのたまご

カエルの卵は，寒天のようなもので包まれている殻

のない卵である。ヒキガエルの場合は，卵を包む寒天

， ，のような物が細長くつながっていて その中に点々と

いくつもの卵が入っている。

図３－２[見開きの右に] たまごからかえったカエ

ルの子ども（おたまじゃくし）

（ ）図３－３[見開きの左に] 人のたまご 卵子という

. mm実際の大きさは，直径約０１４

～ 差し 図３－４[見開きの右に] うまれたばかりの人の子ど26
替え も（赤ちゃん）27

実際の大きさは，体長約５０ 。へそのおの一部cm
分がまだ赤ちゃんのへそにくっついている。目をつぶ

って口をあけて泣いている。歯はまだはえていない。



- 308 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上

理科博士「たまごが変化していくようすは，それぞ

れどうなっているのかな 」。

花子「カエルの卵をみつけてきて，子どもをかえし

たいな 」。

太郎「赤ちゃんが，お母さんのおなかの中で，どの

ように育つのか，資料も使って調べよう 」。

「カエルのたんじょう」か「人のたんじょう」のどち

らかを選んで，調べていこう。

～ 差し カエルを扱った教材に差し替え，単元名を「カエル28
替え のたんじょうと成長」に変えた （資料 参照）31 。

ただし 「理科のひろば サケのたまごの変化」は，

残した。

差し ３７の「魚の誕生」の「たしかめよう」を「カエ31 P.
替え ルの誕生と成長」の単元の最後に移行し，カエルの内

容に差し替えた。

移行 たしかめよう

カエルのたまごの成長について，まとめよう。

（１）カエルのたまごの特徴をあげよう。

（２）たまごがおたまじゃくしになるまで，どのよう

に変化したか。めだった変化をあげよう。

（３）おたまじゃくしからカエルの形になるまで，ど

のように変化したか。めだった変化をあげよう。

（４）インゲンマメの種子の中のでんぷんは，発芽す

るときの養分として使われることを，以前学習した。

カエルのたまごの中での子どもの成長とにていること

をあげよう。

修正 写真を削除し，次のように文章化した。32

人は，母親のからだの中（子宮）で，子どもに育っ

てから，うまれてくる。

母親のからだの中（子宮）で，子どもがだんだん大

きくなってくると，母親のおなかが前にせり出してき

て，それまでのように，思い通りに行動できなくなっ

てくる。たとえば，からだの中（子宮）の子どもに負

担がかからないように，母親は重い荷物を持たないよ
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上 うに，気をつけなければならないし，歩きやすいくつ

でゆっくりと歩くようにしなければならない。そのよ

うな母親を気づかい，父親が，代わりに荷物を持って

あげたりしている光景を，よくみかける。

子宮の中の子どもが，順調に育っているかどうかを

知るために，母親は子ども（赤ちゃん）をうむまで，

度々医者などにみてもらう。聴診器で心臓の音を聞い

たり，超音波映像で子どもの形や大きさや動きを見る

ことによって，子宮の中の子どもの成長をうかがうこ

とができる。

追加 「人のたんじょう」の内容に，女性と男性のからだ34
つきの違いと，からだの内部の違いについての解説と

生殖器官の解剖図を追加した。資料８を参照。

差し 「たしかめよう」をつぎのようにカエルの内容に差37
。「 」 。替え し替えた カエルの誕生と成長 の最後に移行した

差し 「観察１ ヘチマとアサガオの花のつくりを観察し アサガオの花の観察を41
替え て，花のどの部分が実になるかを調べよう 」のヘチ 盲児童が触ってわかりや。

マとアサガオの観察を，ヘチマとユリの観察に差し替 すいユリの観察にした。

え，観察内容を次のように修正した。

観察１

ヘチマとユリの花のつくりを観察して，花のどの部

分が実になるかを調べよう。

① 花がどこにさいているか，調べる。

② １つの花の全体の形や大きさを調べる。

③ 花のつくりを調べる。１つ１つ部分をよくみよ

う。

④ 花のつくりの中で，実の形と似ているものがど

こにあるか，調べる。

追加 「観察２」の内容のうち，顕微鏡による観察を削除43
し，観察２の後に，資料として，次のような文章を追

加した。

資料

「顕微鏡」

指先でさわってもわからないくらい小さなものは，

目で見ても，どんな形をしているかなどはよくわかり

ません。そのようなとき，顕微鏡を使うと，小さなも

のを拡大して観察することができます。たとえば，ヘ

チマの花のおしべの先についている，粉のようなもの

を，顕微鏡で１００～２００倍にして見てみると，粉

は米粒のような形（図４－５）をしていることがわか

ります。

顕微鏡のしくみは，見たいものに光を透して，その

光をとつレンズであつめ，像を拡大するものです。で

すから，顕微鏡で見たいものを，光が透るくらいに薄

くしたり，透明なものではさんだりしなければなりま

せん。ヘチマの花のおしべの先についている，粉のよ

うなものを見るときは，セロハンテープにくっつけて

， 。それをスライドガラスにはりつけて 顕微鏡で見ます
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上 顕微鏡には，接眼レンズと対物レンズがついていて

見るときの倍率は，両方のレンズの数字（倍率）をか

けあわせたものになります。倍率を変えるときは，数

字（倍率の違う接眼レンズや対物レンズにとりかえま

す。学校にある顕微鏡では見たい物を，６００倍ぐら

いまで拡大することができます。

修正 「図 アサガオの花粉」を「図４－６ 顕微鏡でみ44
たいろいろな花粉」に修正した。

削除 「アサガオで実験する場合」を削除した。45
修正 「たしかめよう」の３を次のように変えた。47

３植物は，どのようにして生命を伝えていくのか。

図４－８，図４－９をもとにして，人や動物の生命が

誕生する仕組みと比べながら，説明しよう。

図４－８ ヘチマの実ができるまで

おばなの花粉 めばなの花粉

受 粉

実と種子

図４－９を挿入する

男性の精子 女性の卵子

受 精

子宮の中の子ども

削除 「調査１」を次のように修正した。 盲児ができる観察方法49
修正 調査１ にした。

台風１１号の雲の範囲を示した図５－１と，台風

１１号の進路を示した図５－２がある。この図と後の

データをもとに，

台風は，どの方向に進んでいるか。

雨の地域は，どう動いているか。

しらべよう。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上 ８月１９日正午 紀伊半島と九州の一部に，雨がふ

っている。

８月２０日正午 紀伊半島から四国と九州にかけ

て，雨がふっている。

８月２１日正午 紀伊半島と四国を中心に強い雨が

ふっていて，関東から中国，四国までの広い範囲で

も，雨がふっている。

８月２２日正午 雨の強い範囲は関東から東北，北

海道へうつった。中部地方でふっていないものの，関

西から北陸にかけてふっているところがある。

写真 削除 写真を削除し，次のように文章化した。52
修正

大雨がふり続いたあとの川のようすを表した文を読

んで，気づいたことを話し合おう。

大雨が降り続くと，川の水が増えて，堤防がこわれ

て，にごった川の水が田や人の住んでいるところまで

入りこむことがある。また，水の増えた川では，橋が

こわれたり，川岸の道路がくずれたり，家が川原へ流

されることもある。

校庭などもが雨水が川のように流れることもある。

修正 「実験１」の②を次のように修正した。54
実験１

水の流れが曲がっているところの内側と外側とで，

どちらの流れがはやいかを，地面が削れたようすで比

べる。

図６－１ 水の流れ

矢印は水の流れる

。方向を示している

内側 外側

写真 削除 写真を削除し，次のように文章化した。57
修正

実際の川では，上流の流れが急なところは，谷が深

く切れ込んでいる。山から平野に出て，流れが曲がっ

ているところは，内側には砂や泥や小石がたまり，外

側の川岸はけずられている。流れがゆるやかになった

ところでは，川原全体で砂などがたまりその間を川は

流れている。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５上 実験１のときは，水を流し込むところは深く切れ込

。 ，んでいた 途中の水の流れが曲がっているところでは

内側には土がたまり，外側はけずられていた。全体の

流れがゆるやかになったところでは，土がたまった。

写真 削除 写真を削除し，次のように文章化した。 本文との関連が大きい60
修正 ため，文章化した。

（ ）， （ ），長良川の山の中 ア 平地に流れ出たあたり イ

平地（ウ）の各地点でみられる石の大きさや川の流れ

の様子は次のようである。

（ア）川の中：川幅は狭く，流れは急で，川原にはお

およそ ｃｍより大きいかくばった石が多い。30
（イ）平地に出たあたり：川幅は広がり，流れは緩や

かである。おおよそ ｃｍ位より小さい角がとれて30
丸くなった石が多い。

（ウ）平地：川幅はさらに広がり，流れは緩やかであ

る。数ｃｍより小さい石ばかりである。

５下 修正 実験の様子の写真を削除し 次のように文章化した 写真を整理して図２枚2 ， 。

で示した。

１

ぼうで重いものを持ち上げよう

校庭の砂をビニル袋にいっぱいにつめて，持ってみ

。 ， 。よう ずっしりと重くて 持ち上げるのがたいへんだ

重いものを楽に持ち上げる方法は，ないだろうか。

１本のぼうをどのように使うと，重いものを楽に持

ち上げられることができるだろうか。自由にためして

みよう。

次のものを用意する。

砂（ビニル袋にいっぱい入れる ，１メートルぐら）

いのぼう， ガムテープ，ぼうをささえる木（５×１

０×２０ｃｍぐらい ，理科室のいす）

， （ ）ぼうの一方のはしに おもり すなを入れたふくろ

をテープで止める。ぼうを支えるために，台（いす）

に，支え用の木をガムテープで止める。図７－１のよ

うに，もう片方の端を押してみよう。おもりは，楽に

持ち上がったろうか。注意 ぼうから，手を急にはな

してはいけない。

理科博士「図７－２のように，おもりの位置，力を加

える位置，ぼうをささえる位置を変えて，ためしてみ

よう 」。

実験２の１部を記録カードとして扱った。9

太郎「僕たちは，かたほうのおもりをを一個にして調

べよう」

記録カード１

てこがつりあうときのきまり（１）
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 左の腕の条件

おもりの数 支点からの距離

１ ６

右の腕には，どこに，いくつ，つるすとつりあう

か。

たとえば，おもりが６個のとき支点からの距離を

いくつにするか。

おもりの数 支点からの距離

６ １

理科博士「おもりの数か位置の点どちらかの条件だけ

変えてしらべるようにしよう」

花子「わたしたちは，図７－１５のようにかたほうの

おもりを３個，支点からのきょりを４にしてつりあ

うおもりを調べよう 」。

記録カード２

てこがつりあうときのきまり（２）

（条件）

左の腕 支点からの距離が４のところに，おも

りを３個吊したとき

（結果）

右の腕 支点からの距離が６のところに，おも

りを２個つるすとつりあう。

右の腕の支点からの距離を３にすると，おもり

４個でつりあう。

「てこを利用したはかり」の内容を，次のように修13
正した。

てこや天秤を利用した「はかり」をつくろう

てこか，てんびんのきまりを利用したはかりを，１

つつくろう。

（準備するもの）

５ｍｍ角ぼう（４５ｃｍ ・目玉クリップ４個）

フィルムケース１個・ねんど・１０ｇの分銅５個

（作り方）

①目玉クリップを４個用意し，そのうち２個は，穴ど

うしをひもでむすぶ。別の目玉クリップ１個を棒の

真ん中より左側に棒をはさんでとりつけ，ひもでつ

るす。

②ひもでつないだ２個の目玉クリップの１つを，棒の

左はしにはさんでぶらさげる。

③粘土の入ったフィルムケースに穴をあけ，ばけつ

のようにひもをつける。それを残り１個の目玉クリ

ップに結びつけ，棒の右側にはさんでとりつける。

図７－２３のようになる。

④左側のうでに目玉クリップで分銅をつるし，右側の

うでのフィルムケースのおもりを動かして，水平に
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 釣り合う位置をさがす。その位置に分銅の合計の重

さを書き入れる。

⑤１０ｇごとに，重さの数字としるしをつけ，しるし

としるしの間を１０等分して１ｇごとのしるしをつ

ける。

⑥分銅をつりさげた目玉クリップにいろいろなものを

つるし，フィルムケースのおもりを動かして，重さ

をはかる。

重さをはかるものの例

手紙の入った封筒，単３の乾電池，点筆など

「てんびんを利用したはかり」を次のように修正し

た。

てんびんを利用したはかり

（準備するもの）

５ｍｍ角ぼう３０ｃｍ・目玉クリップ５個・１０ｇ

の分銅４個・ひも・重さの異なるねんど玉をチャック

つきビニルの袋にそれぞれ入れ，ふくろと粘土を合わ

せた重さが５ｇ １０ｇ，２０ｇ，３０ｇ，４０ｇ，

５０ｇになるようにする。重さを記入したシールをふ

くろにはって分銅をつくる。

（作りかた）

①２個の目玉クリップの目玉どうしをひもで結びつけ

ておく。これを２組用意する。

②残り１個の目玉クリップにひもをつけ，角ぼうの真

ん中をはさんでつるす。

③左右のうでに，２組のひもで結んだ目玉クリップで

同じ数の分銅をつるす。水平につり合うように目玉

クリップの位置を決める。図７－２４

④はかりたい物を一方のうでにつるし，もう一方のう

でには，天秤が水平につり合うように分銅をつるし

て，重さをはかる。えんぴつ２～３本をはかるとき

は，輪ゴムでたばねてゼムクリップでひっかけてつ

るすとよい。そのほか，牛乳パックを切ってかごに

して，点筆２～３個入れてつるしてもよい。工夫し

てやってみよう。

修正 「上皿てんびんの使い方」を次のように修正した。16

上皿てんびんの使い方

１．持ち運ぶときは，両手で台を持つ。このとき，皿

を一方に重ねておく。

２．上皿天秤を水平なところに置き，うでの番号に合

った皿をのせる。

３．上皿天秤が釣り合っているかを確かめる。針目盛

り板の後ろから人差し指と親指で軽く挟み，人差

し指の腹でその位置を調べる。そのために，初め

から後ろ向きに置くと良い。針が目盛りの真ん中

に来ていないときは，調節ねじで調節する。

． ， 。４ 分銅は 手をきれいに洗ってよくふいてから持つ
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 ５．使い終わったら，分銅は元に戻し，うでが動かな

いように皿をどちらか一方に重ねる。

物の重さをはかるとき

１．同じ重さの入れ物や薬包紙を，左右の皿にのせ

る。

２．はかるものを，左の皿に静かにのせる。

３．右の皿に，はかるものと同じくらいの重さの分銅

をのせる。

４．分銅の方が重いときは，次に軽い分銅に換える。

のせた分銅が軽いときは，次に軽い分銅を加え

る。

５．これを繰り返してつり合わせ，釣り合ったら，分

銅の重さを合計する。

決まった重さをはかりとるとき

１．同じ重さの入れ物や薬包紙を，左右の皿にのせ

る。

２．左の皿に，はかり取ろうとする重さの分銅をのせ

る。

３．右の皿に，はかり取ろうとする物を少しずつ加え

ていき，釣り合わせる。

左利きの人は，今までの説明で左右の皿を反対に使

う。

分銅の種類

４ｇから２００ｇまではかれる上皿てんびんには，

分銅が１ｇ（１個 ，２ｇ（２個 ，５ｇ（１個 ，１） ） ）

０ｇ（２個 ，２０ｇ（１個 ，５０ｇ（１個 ，１０） ） ）

０ｇ（１個）の順に箱の中に入っている。また１００

ｍｇ ０ １ｇ １個 ２００ｍｇ ０ ２ｇ ２（ ． ）（ ）， （ ． ）（

個 ，５００ｍｇ（０．５ｇ （１個）のように１ｇよ） ）

り小さい分銅もある。これらをうまく組み合わせて，

重さをはかることができる。分銅を入れる箱には，分

銅ごとに入れる穴があるので，どの分銅がどの穴に入

るかを覚えておくと，あいている穴から皿にのってい

る分銅の重さの合計を求めることができる。

修正 単元の導入部分を盲児童にとって，実感しやすい手18
追加 法に変えた。

８ もののとけかた

角ざとうや砂糖のつぶをさわって，手ざわりを調べ

てみよう。

紅茶に砂糖を入れ，かきまぜると，とけて形がなく

なる。飲んでみると，甘い味がする。砂糖は，どうな

ったのだろう。

観察１

砂糖を水に溶かす

１．手が入るくらいのカップを用意する。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 ２．カップに水を入れ，角砂糖を指でつまんで水の中

に入れてみる。砂糖はどうなるだろうか。

３．カップの底のようすはどうか，指で触ってみよ

う。

４．砂糖はなくなってしまったのだろうか。

５．角砂糖を何個も入れてみよう。どうなるだろう

か。

６．かきまぜたり，かきまぜないで何日もおいたりし

て，ようすをみてみよう。

砂糖は，水に入れると，底にたまったつぶもやがて

なくなってしまう。しかし，水は，甘い味がすること

から，砂糖は，なくなってしまったわけではなく，と

けていることがわかる。

ものは，水にどのようにとけるのだろうか。砂糖と

同じようにとけるものをさがして調べてみよう。

海の水は，どんな味がするだろうか。

花子「塩からい味がするわ。海の水が塩からいのは塩

がとけているからかな 」。

太郎「ぼくたちは，ふだんの生活の中で食べ物に食塩

などをとかしている。煮物を作るときも塩を入れ

るよ。みそやしょうゆにも塩がはいっているし，

食卓で使う塩もあるよ 」 食塩のつぶを触って，。

手ざわりを調べてみよう。

追加 観察方法を次のように修正した。 盲児童が自分で実験で19
修正 きる方法にした。

１．食塩を水にとかそう。

食塩を水に入れてみよう。食塩のつぶは，どうなる

だろうか。

観察２

食塩を水に溶かす

１．１００ｍｌのビーカー，ガラスぼう，水，食塩を

用意する。

２．１００ｍｌのビーカーに水を入れて，食塩を入れ

る。

３．ガラスぼうで，食塩を静かに押してみたりしな

がらかきまぜてみよう。

塩のかたまりは，だんだん少なくなって，最後は

ザラザラ感もなくなり水に溶ける。

感光器の音も透明な水の音と変わらなくなる。

別の方法

１．感光器，わりばし，目玉クリップ，テイーバッ

グ，食塩，ペットボトルの入れ物の上部を切っ

たもの，豆電球を用意する。

２．わりばしに，食塩の入ったテイーバッグを目玉



- 317 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 クリップで取り付け，水の入ったペットボトル

の上に置く。

３．変化のようすを感光器で調べる。

図８－１

修正 アの問題をとりあげてから，イの問題を行う。21

話し合ったことをもとに，次のアとイの問題につ

いて考え，予想しよう。また，自分の予想をたしかめ

る実験の方法を考えよう。

ア 食塩は，水にどれぐらいとけるのだろうか。

花子「わたしは，水にとける量は，決まっていると思

う。たしかめる方法は，少しずつ食塩をとかして調

べたらどうかしら 」１回にとかす食塩の量は，ど。

うしたらよいか。食塩をとかす水の量は，どうした

らよいか。それには，計量スプーンですりきり１ぱ

いとか，山盛り１ぱいとか決めてやるといいとおも

う 」。

イ 食塩の重さは，水にとけると，どうなるのだろ

うか。

太郎「とかす前より，少し軽くなると思う。たしかめ

る方法は，食塩をとかして，重さをくらべたらいい

と思う 」。

太郎と花子の予想と自分の予想とをくらべてどう

か。また，そのほかに考えられることはないか。

花子「１回に溶かす食塩の量は，どうしたらよいか。

食塩を溶かす水の量は，どうしたらよいか 」。

それには，計量スプーンですりきり１ぱいとか，決

めると良いと思う。

理科博士「それは，かさではかる方法だね。重さでは

かる方法もあるよ。上皿てんびんで，決まった重さ

の食塩をいくつかはかっておいて，それをひとつず

つ入れていく方法だ 」。
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修正
学年 ページ 行 備 考

事項 修 正 内 容

５下 花子「水の量を，最初の量より増やしたらとけかたは

どう変わるかも調べたい 」。

太郎「ぼくは，イの問題について，考えたい。とかす

前ととけたあとの食塩の重さをくらべるには，どう

したらよいか，自分の考えた予想と，実験方法を記

録しておこう 」。

自分の予想と自分の考えた実験方法を，記録してお

こう。

修正 アの問題 実験１を，次のように修正した。22

実験１

水にとける食塩の量を調べよう。

５０ｍｌの水にとける食塩の量を調べる。

（準備するもの）

メスシリンダー，１００ｍｌのビーカー，水５０ｍ

ｌ，食塩，ガラスぼう

（方法）

①メスシリンダーで，水を５０ｍｌはかりとって，１

００ｍｌのビーカーに入れる。

②食塩を，２ｇずつはかってフィルムケースに入れて

おく。それをビーカーに入れて，静かにかきまぜてい

き，ガラスぼうの先で確かめる。とけのこりが出たと

ころで，とかすのをやめる。何個分（何ｇ）とけた

か。水の量を２倍にしたら，どれぐらいとけるか。

１００ｍｌの水にとける食塩の量を調べる。

（準備するもの）

メスシリンダー，２００ｍｌのビーカー，水１００

ｍｌ，食塩，ガラスぼう

（方法）

①②と同じようにして調べる。

食塩は何倍溶けたか。

差し 液のはかりとりかた

替え

点字目盛り付きメスシリンダーの使い方

図８－２のように，メスシリンダーの面に感光器を

直角に当てる。感光器を上下させ，音の変わるところ

の目盛りを読みとる。

決まった体積の液体のはかりとり方（このはかり方

は２人でやるとよい ）。

５０ｍｌの水溶液をはかりとる場合

①メスシリンダーを水平なところに置く。

②５０の目盛りの少し下のところに感光器を当てて，

音の変化があるまで水を入れる。

③次に，５０の目盛りのところに，感光器を当て，音

の変化があるまで，スポイトで水を少しずつ入れ

る。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 図８－２ メスシリンダーの使い方

修正 実験２を次のように修正した。23

実験２

食塩水を蒸発させると，とけている食塩はどうなる

か，調べよう。

（準備するもの）

・熱して蒸発させる場合

蒸発皿・駒込ピペット・アルコールランプ・三脚・

加熱用金あみ

（方法）とけ残りが出た食塩水の上澄み液を，駒込

ピペットで１０ｍｌぐらいとる。図８－３のようにじ

ょう発皿に入れ，アルコールランプで熱する （とけ。

残りの食塩が，入らないようにする ）。

（電熱器で，熱してもよい ）。

・しぜんに蒸発させる場合

ペトリ皿（広くて浅い入れもの）に同様に２ｍｌ

とり，日光のよく当たる風通しのよいところに，おい

ておく。

修正

記録カード

アの問題 食塩は水にどれぐらいとけるのだろ

うか。

（予想）食塩が水にとける量は，決まっていると思

う。

（調べる方法）食塩を２ｇずつはかって，フィルム

ケースに入れておく。５０ｍｌの水に少しずつ入れ

て，何個分とけるかを調べる。

記録カード

食塩のとけかたのまとめ

アの問題 食塩は，水にどれぐらいとけるのだ

ろうか
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 ［結果］

５０ｍｌの水に，２ｇずつ入っているフイルムケ

ースが８個までとけて，９個めにとけ残りが出た。

（７個までは，簡単にとけたが，８個目は，１５分

くらいよくかきまぜたらとけた。９個目は，よくか

きまぜても，とけ残りが残った ）。

１００ｍｌの水に，２ｇずつはいっているフイル

ムケースが，１７個までとけ，１８個めにとけ残り

が出た。食塩水を熱して，水を蒸発させたら，とけ

ていた食塩が出てきた。

（わかったこと）

食塩が水にとける量には，限度がある。また，水

の量を変えると，食塩のとける量も変わることが分

かった。

修正 実験３をつぎのように修正した。25
実験３

食塩が水にとけると，食塩の重さはどうなるか，調

べよう。

（準備するもの） 盲人用台ばかり，水の入ったふた

つきびん，食塩を入れた入れ物

（方法）

①図８－４（１）のように，水を入れたふたつきの入

れ物と食塩を入れた入れ物をはかりにのせて，全体

の重さをはかる。

②①の食塩を，水を入れたふたつきの入れ物に入れ，

よくふって，とかす。

③図８－４（２）のように，②の食塩水が入った入れ

物と，食塩がはいっていた入れ物を合わせた重さを

はかる。

はかりに，食塩や食塩水がつかないようにする。

ついたときは，すぐにふきとる。

はりがさすめもりは，①のときと変わるか。

盲人用台はかりの変わりに音声付き電子てんびん

で，重さをはかってもよい。

修正 実験４をつぎのように修正した。28
実験４

水の温度を上げると，食塩が多くとけるようになる

か，調べよう。

２人一組になって，実験する。ガラスぼうでかきま

， 。ぜたり 盲人用温度計を読むのを話し合って分担する

（準備するもの）

１００ｍｌのビーカー，水５０ｍｌ，食塩，ガラス

ぼう（ゴム管を先につけておく ，６０～７０℃の湯）

（たいらな発砲ポリスチレンの入れ物に入れる ）。

（方法）

①メスシリンダーで水を５０ｍｌはかりとり，ビーカ
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 ーに入れて，水の温度をはかる。

②食塩を，２ｇずつはかってフィルムケースにいれて

おく。それをビーカーに入れて，静かにかきまぜて

いき，とけ残りが出たところで，とかすのをやめ

る。何ｇとけたか記録する。

， ，③常温と 水をあたためて温度を６０℃にしたときに

食塩が，それぞれ何ｇとけるかを調べる。図８－６

は，６０℃の水に食塩をとかす方法を示したもので

ある。

（注意）やけどをするので，熱い湯に手を入れたり

湯をこぼしたりしないように，気をつける。バット

を下にしいておくと，もし，こぼれたりしたとき安

心である。

追加 「盲人用温度計の使い方」を追加した。

修正 観察３を次のように修正した30
観察３

ホウ酸を水に溶かす方法

ホウ酸の粒を，先生と一緒に少しだけ触って手触

りをしらべてみよう。

実験が終わったら，かならず手を洗おう。

注意 ホウ酸は，口などからからだに入ると，大変

危険な薬品である。ホウ酸を口に入れたり，じかに触

ったりしてはいけない。

なお，うすいホウ酸の水溶液（ホウ酸水）は，病院

などで，眼を洗うときに使われることがある。使う量

をなるべく少なくして，十分に注意して，扱うように

する。

図８－７ 虫眼鏡で観察したホウ酸のつぶ

修正 実験５を次のように修正した。31
実 験 ５

（準備するもの）

１００ｍｌと２００ｍｌのビーカー，ガラス棒，ホウ

，（ 。）酸 ２ｇずつはかってフィルムケースに入れておく

（方法）

① 実験１のように水に溶けるホウ酸の量を調べる。

（１）５０ｍｌの水にホウ酸を，２ｇずつ溶かして，

どれだけ溶けるか調べる。

（２ （１）と同じようにして１００ｍｌの水に溶け）

るホウ酸の量を調べる。

② 実験２のようにホウ酸水を自然に蒸発させると，

溶けているホウ酸はどうなるか調べる。

③ 実験３のようにホウ酸が水に溶けるとホウ酸の重

さはどうなるか調べる。

④ 実験４のように水の温度を上げると，ホウ酸が多

く溶けるようになるか調べる。



- 322 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 修正 実験６を次のように修正した。33
実験６

ホウ酸が出てきた液をさらに冷やして，ホウ酸がと

けているか，調べよう。

(準備するもの)

ろうと，ろうと台，ろ紙，ガラスぼう，１００ｍｌ

ビーカー，氷水（発泡ポリスチレンの入れ物に入れて

おく ，ホウ酸）

（方法）

①ホウ酸が出てきた液を，ろ過して，出てきたホウ酸

をとりのぞく。ガラスぼうや指でビーカーの底を触

ってみたり，感光器を当ててみる。ろ紙でこした液

には，ホウ酸のつぶはない。

②ろ過した液を図８－６のように，氷水で冷やして，

ホウ酸が出てくるか，調べる。指で，ビーカーの底

を触ってみる。感光器を当ててみる。

実験のあとは，手を洗う。

別の方法

， 。ろ過した液を試験管に入れ 感光器で反応を調べる

「ろ過のしかた」を，次のように修正した。35
ろ過のしかた

１．ろうとより少し大きめのろ紙を用意する。

２．ろ紙を半分に折り，さらにそれを半分に折る。

３．折ったろ紙を丸いところの一カ所に指を入れて開

き，先のとがったコップの形にする。

４．それをろうとの内側に入れ，ろ紙とろうとを一緒

に指でつまむようにしておさえて水をかける。こう

すると，ろ紙がろうとに張り付く。このとき，濡れ

たろ紙を指でこすらないようにする。

５．ろうと台にろうとをかけ，下にビーカーを置く。

ろうとの足はとがった方をビーカーの内側につけ

る。

６．左手の人差し指をろ紙の上の方の内側につけろ過

する液をもう一方のはしから少しずつ入れるろ紙上

につけた指に液が触れたら，入れるのをやめて，液

が落ちるのを待つ。このようにして，全部の液を入

れ，ビーカーの底にたまっている粉や粒もガラスぼ

うや薬さじでかき集めて，ろ紙に移す。

削除 写真を削除し，次のように文章化した。38
修正

ア ふりこのふれかた

図９－１のように，棒やひもなどにおもりをつけ

て，左右にふれるようにしたものを「ふりこ」とい

う。

疑問 ふりこの１往復する時間は，どうすると変え

ることができるのだろうか。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 （図９－２ ふりこの１往復）

花子「おもりの重さを変えたら，１往復する時間は

変わるかしら 」。

支点からおもりの中心までの長さをふりこの長さと

いう。

太郎「ふりこの長さが，短いときと長いときでは，１

往復する時間がちがうと思う 」。

調べること

おもりの重さを変えると，ふりこの１往復する時間

は，どうなるか。

ふりこの長さを変えると，ふりこの１往復する時間

は，どうなるか。

それぞれについて調べるときの，調べる（変える）

条件と，同じにする（変えない）条件に気をつけて，

計画を立てよう。

理科博士「調べるときは，条件を１つずつ変えるよ

うにしよう。２つの条件を変えてしまったら変化をく

らべられるかな 」。

結果を予想して，実験の計画を立てる。

実験 修正 ふりこが１往復する時間に関する「実験ア」を，次40
ア のように修正した。

実験ア

ふりこの１往復する時間は，どうすると変わるか，

（ア）おもりの重さを変える （イ）ふりこの長さを。

変える。のように条件を変えて調べてよう。

（準備するもの）

おもり（実験用てこの分銅 ，たこ糸，スタンド，）

目玉クリップ，豆電球，盲人用時計，感光器

（方法）

１．おもりに糸をつけてつるし，ふりこを作る。図９

－７のように，ペンライトの光が感光器にはいるよう

に向かい合わせて置く。つぎに，ペンライトと感光器

の間に，ふりこをつるす。このとき，静かにとまって

いるふりこのおもりがペンライトのひかりをさえぎる

ようにする。

このようにして，ふりこを振るとおもりがペンライ

トの前を通るとき，ひかりを遮り，感光器の音が低く

なる。

感光器の音が低くなってから，つぎの低くなる間に

ふりこは，どれだけ動くだろうか。ふりこが１往復す

る間に，感光器の音は何回低くなるだろうか。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 図９－７ 実験１のふりこを横から見た図

２．ふりこのおもりの中心からはかって５０ｃｍと１

ｍのところのたこ糸に，結び目を作ってしるしをつ

ける。そのしるしのところを目玉クリップでスタン

， ，ドに固定すると おもりの長さを５０ｃｍにしたり

１ｍにしたりすることができる。

３ （ア （イ）の条件で，ふりこが１０往復する時． ），

間を，３回ずつはかる。３回のうち大きくちがうも

のがあれば，もう１回はかる。

追加 「たまのりダンス」を削除し 「テンポふりこ」を43 ，

削除 追加した。

テンポふりこ

（準備するもの）

木の棒（長さ３０ｃｍ）２本，目玉クリップ１個，輪

ゴム，ねんど

（作り方）

１本の棒の方にねんどのおもりをつける。これとも

う１本の棒を目玉クリップを使って十字の形に止め

る。横になった棒を図９－１３のように，２つの机の

間に渡し，ふりこにする。目玉クリップではさんでい

る棒の位置や粘土の重さをかえてみよう。

修正 「イ 当てられたものの動き方」の導入部分を次の44
ように修正した。

疑問 当てられたものの動き方は，どうすると変え

ることができるのだろうか。

健太「当てるものを重くしたらどうだろう 」。

理香「あてるもののはやさを変えたら・・・ 」。

調べること

当てるものの重さを変えると，当てられたものの動

く距離はどうなるか。

当てるもののはやさを変えると，当てられたものの

動く距離はどうなるか。

そのほかに，調べることは考えられるか。

それぞれについて調べるときの，調べる条件を１

つずつ変えるようにしよう。２つの条件を変えてしま
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 ったら，変化をくらべられるかな 」。

結果を予想して，実験の計画を立てる。

修正 実験イを次のように修正した。44

実験イ

， ，当てるおもりの重さや 速さを変えて坂をころがし

当てられたおもりの動く距離を調べよう。

（準備するもの）

プラスチックのカーテンレール。スタンド，コの字

型の木片，両面テープ，ビー玉，立体図形複写装置用

紙（目盛りを描いたもの）

装置の設置

① 図９－１４（１）のように，カーテンレールをス

タンドに固定して斜面を作る。

②レールがたるまないように，実験台に両面テープで

レールを貼り付ける。

③図９－１５のように，木片を溝の部分がカーテンレ

ールにはまるように置く。

④図９－１６のように，実験台に目盛りを描いた立体

図形複写装置用紙を貼る。

図９－１５

図９－１４の装置の木片，カーテンレールの部分

を右側から見た図。

木片

カーテンレール

実験机

修正 図９－１６ 木片の部分を上から見た図

目もり

カーテンレール

木片 目もり

（方法）

１．次の（ア （イ）のように，大きさが同じくらい）

で重さの違う球を，４０ｃｍの高さから転がして，当

てられた木片が動く距離を比べる。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 （ア）木片にビー玉を当てる。

（イ）木片に鉄球を当てる。

上皿天秤で，ビー玉と鉄球の重さを比べてみる。

２．次の（ウ （エ）のように，斜面の傾きを変えて）

おもりを転がし，当てるはやさを変えたときの，当て

られた木片の動く距離を比べる。

（ウ）図９－１４の（ウ）の高さ５０ｃｍの位置から

ビー玉を転がして木片に当てる。

（エ）図９－１４の（エ）の高さ３０ｃｍの位置から

ビー玉を転がして木片に当てる。

それぞれの条件で３回ずつはかる。

傾きとはやさ

（ウ）の時は（ア （イ）より傾きが大きい。）

（ウ）から転がるおもりは（ア （イ）から転がるお）

もりより速い。

（エ）のときは（ア （イ）から転がるおもりより遅）

い。

差し 「ゴルフゲーム」を「かちかちふりこ」に差し替え47
替え た。

かちかちふりこ

ビー玉のふりこをたくさんつくり，ビー玉にほかの

ビー玉をぶつけてみよう。どんな音がするだろう。ひ

もの長さをかえてやってみよう。

（準備するもの）

ビー玉７個，たこ糸，１０×３０ｃｍくらいの木の

板，めだまクリップ７個，ビニルパイプ

（作り方）

ビニルパイプを長さ５ｍｍぐらいに７個切り，木工

用瞬間接着剤でビー玉につける。

たこ糸をビニルパイプに通す。木の板に，図９－１

７のように，穴を２つ（５ｃｍのはばで）ずつ７個あ

ける。となりの穴とは，ビー玉のはばであける。

図９－１７ 上から見た図

木の板 ←５㎝→ ビー玉のはば

穴
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

５下 図９－１８ 正面から見た図

たこ糸 目玉クリップ たこ糸

木の板

たこ糸

ビニールパイプ

ビー玉

（遊び方）

図９－１９のように，１番はしのビー玉を，うま

くとなりのビー玉に当てる。いくつ，音がするか，き

いてみよう。糸の長さや，ぶつけるビー玉を変えて，

やってみよう好きな音楽にあわせて，糸の長さなどを

調節してみよう。

図９－１９

木の板

たこ糸

ビー玉○○○○○○

６上 ～ 写真 削除 写真を削除し，次のように文章化した。2 3
・図 修正

豊かな自然が残されているところでは，さまざまな

生き物がすみ，生命をはぐくんでいます。きれいな空

気と豊かな水に恵まれたところでは，どんな生き物が

くらしているのでしょうか。わたしたちの住む日本を

スペースシャトルから見ると，あちこちに豊かな緑が

残されています。その代表的な三つの自然について，

とりあげてみます。

はじめに，北の青森県と秋田県にまたがる白神山地

を見てみましょう。この山地はブナの木が生い茂り，

さまざまな生き物がすむ豊かな自然を作っています。

例えぱ，ツキノワグマやニホンカモシカがくらし，ク

マゲラという大きなキツツキがブナの木を巣穴にして

すんでいます。この白神山地は，また，世界遺産に指

定され，保全することが義務づけられています。

次に，北の端，北海道の釧路湿原を見てみましょ

う。この湿原にはヨシスゲなどの水辺の植物が緑のじ

ゆうたんのように生えています。水を含んだスポンジ

のように人が足を踏み入れると沈んで水が出てくるよ

うな大地がどこまでも広がり，その中を何本もの川が

大きく曲がりくねって流れています。ここにもたくさ

んの珍しい生き物がすんでいます。例えば，湿原の中

では白と黒の羽に頭の赤，長い首と足をもつタンチョ

ウがヒナを育て，また夏の美しい花々が咲く中を，チ

ヨウの仲問では一番北にすむオオウラギンスジヒョウ

モンが飛び回り，湿原の川の中ではまぽろしの魚とも

いわれるイトウが泳ぎ回っています。この湿原も，国
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 際条約で保全が義務づけられているところのひとつで

す。

三番目に，南の沖縄県の西にある八重山諸島の西表

島の森を見てみましょう。この森は温かく雨の多い気

候に恵まれこんもりとした年中緑色の葉におおわれて

います。ここには，さまざまな熱帯の生き物がすみ，

特にこの地域にしかいないたくさんの珍しい生き物が

すんでいます。例えば，この島にしかいないイリオモ

， 。テヤマネコや 空の王者カンムリワシがすんでいます

湿地や川の近くでは，甲羅の腹側を折り曲げることが

できるリクガメのセマルハコガメもみられます。なか

には，数が少なくなって，絶滅するおそれのあるもの

もあります。

写真 削除 「自然と人のくらし」の写真を削除し，次のように文4
修正 章化した。

理科博士「人の生活と，空気や水はどうかかわってい

るのだろうか。生き物とはどうかかわっているのだろ

うか 」。

さまざまな生き物がすむ地球では，人は，地球の環

境とどのようにかかわって生きているのでしょうか。

山沿いの地域では田畑や自然が多く残っていますが，

都会の近くにも自然は貴重な場所として残されていま

す。こうした場所には，さまざまな生き物がすんでい

ます。例えば，千葉県にある大きな干潟(海岸近くの

湿地)は，潮の満ち引きにより水に浸かったり水が引

いたりしています。干潟の一部は埋め立てられ，人が

住むアパートが建てられているところもありますが，

干潟にはカニ，魚，貝類などが多くすんでいるので，

渡り鳥がたくさん集まってきます。

人は毎日生活しているなかで自然の恵をもらってい

ます。わたしたちの食べ物は，農家で作られた野菜，

漁師が海で捕った魚，牧場でそだてられた家畜などの

ようにすべて自然の恵によるものです。さらに道路を

走るトラックや乗用車の燃料やわたしたちが生活で消

費するエネルギーの多くは石油や石炭・木材などを燃

やして得ています。また夜に輝くビルの明かりなどの

電気も，日本ではその半分くらいを石油や石炭などを

燃やす火力発電で起こしています。これらも自然の恵

を使っているのです。ものを燃やすことは環境とどの

ようにかかわっているのでしょうか。

差し 観察の内容を「しらべよう」に変え，盲児童が実体7
替え 験する内容に差し替えた。

しらべよう

(準備するもの)

ろうそく，底を切ったアルミボトル缶，粘土，ふ

た，マッチ(方法)

①アルミボトル缶のふたをとって火のついたろうそく

にかぶせる。アルミボトル缶の下の方を持って温か
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 さの変化を調べる。

②図１－２のように下の粘土の一部を切り取って，ふ

たをしたアルミボトル缶をかぶせる。アルミボトル

缶の下の方を持って温かさの変化を調べる。

③下の粘土の一部を切り取って，ふたをとったアルミ

ボトル缶をかぶせる。アルミボトル缶の下の方を持

って温かさの変化を調べる。切り取った粘土のすき

間に水で濡らした指を近づけ，風の動きを観察す

る。

「 。理科博士 一番よく燃え続けた方法はどれだったかな

指先で感じた風の動きから何がわかったかな 」。

実験 削除 「酸素を作る場合」を二また試験管を使う方法に差9
修正 し替えた。

酸素を作る場合

酸素をつくるには，二また試験管を使い，図１－６

のようにして，発生させて集める。

①二また試験管のくぼみのついている方に少量の粒状

の二酸化マンガンを入れる。

②もう一方に薄い過酸化水素水（オキシドール）を入

れ，ガラス管付きのゴム栓をする。

③過酸化水素水が二酸化マンガンの方へ少しずつ流れ

るように二また試験管を傾ける。出始めの泡は，試

験管内の空気なのでしばらくしてから集める。

④気体が集気ビンからあふれ出す音がしたら，水中で

集気瓶のふたをして取り出す。

（注意）

ゴム管が折れ曲がらないようにする。

図１－６ 酸素を作る装置

ガラス管 ゴム管（折れ曲がらないようにする）

ゴムせん 水をひたしたビン

二また試験管

ガラス管

水

うすい 二酸化マンガン

過酸化水素 水そう

削除 実験１を次のように修正した。10
修正

実験１

窒素と酸素のそれぞれについて，ものを燃やす働き

があるかどうか調べよう。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

（準備するもの）

水槽，集気瓶２本，蓋２個，酸素ボンベ，窒素ボン

ベ，ろうそく，ろうそく立て，マッチ，

（方法）

①水を満たした集気瓶を水中で逆さにして立てる。

②図１－５のように酸素ボンベの先に曲がるストロー

を差し込みセロテープでとめ，一方の先を集気瓶の口

の中に入れる。

③ボンベのボタンをゆっくり押し酸素が出てくる音を

聞く。酸素が集気瓶からあふれ出す音がしたら押すの

をやめる。水中で集気瓶の蓋をして取り出す。

④同じようにして集気瓶に窒素を集める。

⑤酸素と窒素を集めた集気瓶に火のついたろうそくを

入れ，蓋をして燃え方を調べる。

実験 追加 実験２を次のように修正した。 盲児童に適した方法に11
修正 した。

実験２

ろうそくが燃える前と燃えた後の瓶の中の空気を， （留意事項）

石灰水を使って調べよう。 感光器で石灰水のよう

(準備するもの) すを調べるとき，ビンの

集気瓶２つ，ふた，ろうそく，ろうそく立て，石灰 後や下に，黒い板を置く

水，感光器，マッチ と，石灰水の白濁が分か

(方法) りやすい。また，反応前

①２つの集気瓶に石灰水を入れる。 の石灰水と比較するとよ

②１本の集気瓶に火をつけたろうそくを入れ，ふたを い。

する。火が消えたら，ろうそくを取り出してふたを

し，よく振る。

③もう１本の集気瓶もふたをしてよく振る。

④集気瓶の下に黒い板を置き，その上に②と③の集気

瓶を置いて両方の集気瓶の石灰水の様子を感光器で

調べる。

追加 石灰水は無色の水溶液である。ろうそくが燃えた後

修正 の気体では石灰水の色はどう変化しているか。

追加 「木や紙が燃えるときにも，二酸化炭素ができるか調 盲児童に適した方法に12 6
修正 べよう」を，次のように修正した。 した。

しらべよう

木や紙が燃えるときにも，二酸化炭素ができるか調

べる。

(準備するもの)

木片(割り箸２㎝くらい)，木綿の布，紙(段ボール２

㎝くらい)，集気瓶４つ，ふた４個，針金 本，石灰3
水，アルコールランプ，マッチ，感光器

(方法)

①４つの集気瓶に全部に５分の１<らいの石灰水を入

れる。

②燃やすものを針金の先につけ，アルコールランプで
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 火をつけて石灰水を入れた集気瓶に入れ，ふたをす

る。燃やすものが石灰水につかないように気をつけ

る。

③火が消えたら取り出してふたをし，瓶をよく振る。

実験に使っていない石灰水と実験後の石灰水を並べ

感光器で比べる。

追加 「気体検知管の使い方」を次のように追加，修正し13
修正 資料とした。

資料

気体検知管

仕組み

気体検知管を使うと，空気中の酸素や二酸化炭素の

体積の割合を計ることができる。検知管は，長さが１

５ｃｍ，直径が８ｍｍくらいのガラス製の管である。

管には，含まれる気体の量( )を示す目盛りがついて%
， （ ））。いて 両端は折るようになっている(図１一８ ア

調べる気体の量(％)に応じて気体検知管の中の色は変

， 。化し 変化した色の先の部分の目盛りがその量となる

酸素用検知管には６～２４％用がある。二酸化炭素用

検知管には，０．０３～１％用と０．５～８％用があ

。 ，る 調べる気体を気体検知管に入れるための採取器は

図 一８ー（イ）のような長さ３０ｃｍ，直径が５ｃ1
ｍくらいの大きな注射器のようなものである。採取器

の片方の端には，気体を採取するときに，引くための

ハンドルがついていて，もう一方の端に気体検知管を

差し込むようになっている。

使い方

①検知管の両端を，チップホルダーの穴に入れ，回し

てから傷をつけてから倒して折る。折り口でけがを

し ないように先の方にゴムのカバーをつける。

②採取器に検知管のカバ一のついていない方を取り付

ける。

③検知管の先を調べる場所に設定し，採取器の赤い印

を合わせ，ハンドルの赤い印をあわせ，ハンドルを

引いて検知管に空気を取り込む。

④決められた時間を待って，目盛りを読みとる。

， 。酸素は 変色した先を感光器で調べることができる

目盛りは読んでもらう。

二酸化炭素は，感光器で変色が確かめにくいので，

変色した色の先の部分を読んでもらう。

（注意）

酸素用検知管は熱くなるので，ゴムの力バーの部分

を持つ。



- 332 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 修正 の「とびだせ 」の「１ ものの燃え方と空17 P.58 ！

P.17気」を次のように修正し，該当する単元の最後

に移行した。

とびだせチャレンジ

ものの燃え方と空気

しらべよう

木や紙などを空気に触れないようにして熱し，炭を

作ろう。

（準備するもの）

熱するもの(木，木綿，紙など)，試験管，ガラス管

ゴム栓，ガスバーナー，三脚，スタンド，マッチ

(方法)

①熱するものを試験管の中に入れ，図 一１１のよ1
うにして熱する。

②ガラス管から出てくる煙に火をつける。

③火が消えて煙が出なくなったらガスバーナーの火

を消す。

④試験管が冷えたら試験管の中の炭を取り出し，火

をつけてみる。熱する前のものの燃え方との違い

を比べる。

注意

加熱したあとすぐの試験管にふれない。やけどを

しないように，よく冷えてからさわる。

図 一１１ 炭を作る実験装置1
熱するもの

火をつける

試験管（口近くをスタンドで固定する）

三脚

ガスバーナー

修正 写真を削除して，次のように文章化した。18

寒い日に息を吐くと息が白くみえる。ヒトばかりで

なく，ウマの息も白くみえる。ヒトが水中に長い時間

もぐり続けるとき，空気の入ったボンベを背負って，

呼吸をする。キンギョを飼うときは，水槽の水に空気

を送り込む。

ヒトは食事をしたり，飲み物を飲んだりする。ウマ

は草原の草をはむ(食べる)。春から夏にかけてツバメ

の巣では，親がとってきた虫を，巣の中のこども(ひ

な)たちに与えている光景がみられる。

このように，人や動物は，呼吸をしたり食べ物を食

べたりして，生きている。

修正 実験１を気体検知管を使わない方法に修正した。21
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 実験１

①試験管を２本用意する。それぞれの試験管には石灰

水を ／ ぐらい入れておく。一方の試験管には，1 3
ストローで静かに息をふきこむ。

， 。②もう一方の試験管には 空気入れで空気を送り込む

③息をふき入れた試験管と，空気を送り込んだ試験管

の石灰水の変化を，感光器で比べる。

肺と血液のやりとりを表した図を次のように修正し23
た。

図２－３ 肺と血液のやりとり

肺

酸素 ↓↑ 二酸化炭素

血液

修正 実験２を次のように修正した。25

実験２

ごはんつぶには，でんぷんがふくまれている。でん

ぷんがだ液によって変化するか，調べよう。

ごはんつぶにヨウ素液をつけると，あおむらさき色

に変わる。でんぷんはヨウ素液で，あおむらさき色に

なるので，ごはんつぶには，でんぷんがふくまれてい

ることがわかる。

①ごはんつぶを，大さじで山盛り１ぱいぶんぐらいと

り，木綿の布の真ん中に置いて包み，４０℃ぐらい

の湯が入っているビーカーの中で１０回ぐらいもみ

出す。その後，ビーカーの液をスポイトで２本の試

験管(ア)，(イ)に入れる。

②だ液を別の試験管に，次のようにしてとる。水で口

の中をよくすすいでから，少量の水を口にふくみ静

かに数分間待ち，口の中の水を試験管に出す。

③(イ)の試験管に，とっただ液をスポイトで入れよく

振って混ぜる。

④(ア)，(イ)を約４０℃(体温より少し高い温度)の湯

の入った大きめのビーカーにひたして，１０分間ぐ

らいあたためる。

⑤(ア)，(イ)にヨウ素液を２～３滴入れて，感光器で

色の変化をみる。色が変わらないのは，(ア)(イ)の

どちらか。

修正 「図 心臓と肺のつくり」を図２－７ 心臓を縦に28
追加 切った図に修正し，次のように観察２を追加した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 観察２ ニワトリの心臓と肺

心臓のつくりや心臓につながる血管を調べよう。 は，肉屋やスーパーマー

「 」① 模型や図などで，心臓のつくりや心臓からつなが ケットなどから 鶏モツ

る血管をたどり，血液の通り道を調べる。 として入手できる。

できれば，ほんもののニワトリの心臓や肺を触っ

て観察しよう。

② ニワトリの心臓からつながる血管に，先が丸くと

がった細めのガラス棒を入れ，心臓の中に部屋があ

ることを調べる。

修正 「理科のひろば」をつぎのように文章化した。32

動物の血管や血液の流れを，顕微鏡を使って観察す

ることができます。ヒメダカのおびれを顕微鏡でみる

と，血管の中を血液が流れるようすがわかります。ヒ

メダカの卵では，卵の中の子どもにも，血液が流れて

いるのがわかります。心臓が脈打って動き，血管が赤

い細い糸のように見えます。

ウサギの耳の内側には，赤く細長い血管が網目のよ

うにあります。これは肉眼でも見えます。

・ 修正 実験１を次のように修正した。36 37

実験１

葉に日光が当たるとでんぷんができるかどうかを調

べよう。

①晴れた日の午後に，日光に当たった株(ア)の葉と，

前日から光を通さない箱でおおいをしておいた株

(イ)の葉をとる。

②次に示す(１)または(２)のどちらかの方法で，それ

ぞれの葉にでんぷんがあるかどうかを調べる。

（１）エチルアルコールで葉の緑色をぬいて調べる方

法

（２）たたきぞめで調べる方法

③次に，株(ア)におおいをしておき，株(イ)は，おお

いをとったままにしておく。

④翌日，もういちど，それぞれの葉をとり，②と同じ

方法で，葉にでんぷんがあるかどうかを調べる。

葉のでんぷんの調べ方

（１）エチルアルコールで葉の緑色をぬいて調べる

方法

①葉をビーカーの湯につけて，やわらかくする。

②エチルアルコールを入れたビーカーを， ～ ℃70 80
の湯を入れた大きめのビーカーであたためておく。

あたためたエチルアルコールに葉を入れて，葉の緑

色をとかしだす。

（湯を入れたビーカーは，コップ立てをつくり立て

ると良い ）。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 （注意） 絶対に，エチルアルコールが入った入れ

物を，直接熱したり，エチルアルコールのそばで火

を使ったりしてはいけない。

③エチルアルコールから葉をとりだし，湯に入れてあ

らってから，シャーレに入れたうすいヨウ素液にひ

たす。

④ヨウ素液から葉をとりだし，感光器で色の変化を調

べる。

（２）たたきぞめで調べる方法

①２枚のろ紙の間に葉をはさみこむ。このとき，ろ紙

がずれないように注意する。

②アクリルの板などに①のろ紙をはさんで，固い床な

， 。どの上に置いて 木づちで強く２０～３０回たたく

③ろ紙を広げ，葉のせんいをとり除く。

④平らな容器（バットなど）に，約１０倍に薄めた塩

素系漂白剤を入れ，ろ紙を約３分つける。

⑤漂白剤からろ紙をとりだし，別の平らな容器にうつ

し，水を入れてそっと洗う。このとき，ろ紙が破れ

ないように注意する。

⑥水で洗ったろ紙を，シャーレに入れたうすいヨウ素

液にひたす。

⑦ヨウ素液からろ紙をとりだし，感光器で色の変化を

調べる。

修正 写真を削除して，次のように文章化した。38

結果の例

半日日光に当てておいた株(ア)の葉の部分は，ヨウ

素液であおむらさき色に変化した。それに対し，おお

いをしておいた株(イ)の葉の部分は，ヨウ素液で反応

しなかった。

実験のあと，株(ア)におおいをし，株(イ)のおおい

をとって，次の日，同じように実験をした。今度は，

株(ア)の葉の部分は，ヨウ素液で反応しなかった。そ

れに対し，株(イ)の葉の部分は，ヨウ素液であおむら

さき色に変化した。

理科博士「葉にでんぷんがあるのは，どんなときか

な 」。

花子「葉に日光が当たると，でんぷんができているん

だね 」。

太郎「葉に日光が当たらないようにすると，でんぷん

はなくなっているよ 」。

修正 「たしかめよう」の１の写真を削除して，次のよう41
に文章化した。

１植物のからだと日光について，まとめよう。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 (１) 次の(ア)～(エ)の株から葉をとり，葉にでんぷ

んがあるかどうかを調べた。(ア)～(エ)のうち，

ヨウ素液で調べたときに，あおむらさき色に変化

したのはどれか。

（ア）半日日光に当たっていたもの

（イ）(ア)におおいをし，さらに半日たったもの

（ウ）半日おおいをしておいたもの

（エ）(ウ)からおおいをはずし，日光に当て，さ

らに半日たったもの

(２) (１)の実験から，葉にでんぷんができるのは，

どんなときであることがわかるか。

修正 実験１の内容を次のように修正した。47

実験１

植物が二酸化炭素をとり入れて酸素を出している

か，調べよう。

実験は，晴れた日の午前中に行うようにしよう。

（準備するもの）

大きい広口のガラスびん，植物（コマツナなど ，）

ポリエチレンのふくろ，輪ゴム（大 ，ガラス管付き）

ゴム栓（ガラス管の先に短いゴム管を付けておく ，）

糸，ピンチコック，ストロー，気体検知管

（方法）

， 。①びんに水を入れ 植物の根が水につくように入れる

植物にポリエチレンのふくろをかぶせて，びんとふ

くろが重なったところを輪ゴムでとめる。

②ふくろの角を少し切り，その切り口にゴム栓を差し

込み，糸でとめる。ふくろはしぼませる。ゴム管に

ストローをつけ息（二酸化炭素の多い空気）を吹き

込む。その時，その空気を４～５回すったりはいた

， 。りしてふくらませ ゴム管をピンチコックでとめる

③ゴム管に気体検知管をつけて，ふくろの中の酸素と

二酸化炭素の体積の割合を先生といっしょに調べ

る。気体検知管は，使い方を読んで正しく使う。

④日光に当てて１時間後に，もう一度ふくろの中の酸

素と二酸化炭素の割合を先生といっしょに気体検知

管で調べる。

（注意）

酸素用検知管は，熱くなるので，ゴムのカバーの部

分を持つ。

酸素と二酸化炭素の体積の割合は，どのように変化

したか，記録カードにまとめよう。

記録カード

（１）調べること…植物は二酸化炭素をとり入れ

て酸素を出しているか。

（２）調べた月日…９月１３日

（３）結果…酸素と二酸化炭素の割合
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６上 実験結果の表

酸素 二酸化炭素

まわりの空気 ２１．０％ ０．０３％

はじめ １８．０％ ２．５％

１時間後 ％ ％

修正 「実験２」の内容を次のように修正した。51

実験２

ダンゴムシを飼って，かれた植物を食べるか調べよ

う。

「準備するもの」

ダンゴムシ５～６ぴき，くさりかけた落ち葉１ま

い，飼育箱，握りこぶしくらいの石，土，きりふき

「方法」

（１）飼育箱に土を入れ，形の良いくさりかけた落

ち葉と，握りこぶしぐらいの石を置く。ダンゴムシを

５～６ぴき入れ，ときどき，きりふきで中をしめらせ

る。

（２）飼育箱におおいをして，暗くしておき，とき

どき，中の様子を観察する。葉がどのように変化した

か，そのようすを記録する。

「環境」

結果がわかったら，ダンゴムシをつかまえた場所に

もどそう。

削除 の「とびだせ 」の「４ 生き物のくらしと57 P.59 ！

P.57修正 環境」の内容を次のように修正し，単元の最後

に移行した。

１ 植物は，体のどこで水を取り入れ，体のどこを通

るかしらべよう。

（準備するもの）

ホウセンカやヒメジョオンなどの植物，ビーカー，

水，食塩，ナイフ

（方法）

①ホウセンカやヒメジョオンなどの植物をほり出し

て，根についている土を，水の中でそっとあらい落

とす。

②ビーカーに食塩水をつくり，その中に根の部分を入

れる。

③しばらくたったら，ナイフでくきの先頭を切り，そ

こから出てきた水をなめてみる。

（注意）

ナイフで，指を切らないように注意する。

， ， ，植物は 日光が当たると 二酸化炭素をとり入れて

酸素を出す。また，人や動物と同じように呼吸をして
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いる。

葉のうら側には，酸素や二酸化炭素を出し入れして

いるあながある。けんび鏡で観察すると，図４－５の

ようなものが見える。

図４－５ 酸素や二酸化炭素を出し入れしているあ

な（葉のうら側） 省略

６下 表紙裏 写真 削除 「５ 大地のつくりと変化」に裏表紙を含めた。そ 点字教科書では，２巻

１ 修正 の部分の写真を削除し，次のように文章化した。 の途中に単元５がくるの

でこのような措置をとっ

大地は，そのできかたによって，いろいろなようす た。

。 。を見せています どんなようすが見られるでしょうか

火山が噴火したときは，火口から高温の溶岩が噴き

出すことがあり，噴火のあとは，火口は大きなくぼ地

になることもあります。火山から離れたところでも，

火山からふき出したものが積み重なって，赤色，こげ

茶色，灰色等の縞模様になっている場合があります。

地面の断面が見えるがけでは，斜めに傾いた縞模様

が見られ，海岸でも縞模様が，みられることもありま

す。このようにいろいろなところで縞模様になった大

地をみることができます。

～ 写真 削除 写真を削除し，次のように文章化した。 盲児童の理解を容易に2 3
修正 するため。

１ 大地はどのようなものでできているか。

大地を作っているものは，がけなどでみることがで

きる。たとえば，図５－１のようなもので，砂，小石

や粘土が積み重なって縞模様になっている。

また，海のがけなどでも色の違う砂や小石などが積

み重なって縞模様をみることができる。千葉県の屏風

ヶ浦では，海岸線に縞模様のある切り立った崖が続い

ている。

私たちの足下に広がる大地は，どのようなものでで

きているのだろうか。図５－１をもとに考えられるこ

とを話し合おう。

図５－１ がけの様子

砂

小石

粘土



- 339 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 削除 「実験１」を次のように修正した。5
修正 実験１

砂やねんどをふくむ土を水の中に流し込んで，層

ができるか調べよう。

， ，準備するもの：１リットルの牛乳パック ビーカー

石こう，歯ブラシ，砂の多い土，粘土の多い土，水

①牛乳パックに，砂やねんどをふくむ土，石こう，

水を入れる。

②牛乳パックの口を閉め，よくふる。机などに置き動

かさない。

③中が固まったら，牛乳パックの紙をはがし，歯ブラ

シで表面をこすって，さわって観察する。

「空きびんを使った実験」を次のように修正した。

空きびんを使った実験

砂やねんどを含む土と水を空きびんに入れたものを

。 ， 。２本用意する 次に２本をよくふり 静かに置いおく

１時間後にそのうちの１本を再び振り，静かに置いて

おいたものと感光器で比べる。このようにして，瓶を

振った直後としばらく置いたものとの違いを比べる。

しばらく置いたものが層に分かれているか調べる。１

週間後のようすも調べてみよう。

削除 「観察１」を次のように修正した。12
修正 観察１

水のはたらきでできた地層，火山のはたらきででき

た地層の特徴を手がかりに地層をしらべよう。

地層を調べるときには次のような服装で調べると良

い。

長袖の服，長ズボン，帽子，軍手，運動靴，ナップ

ザック。

観察するのに用いる用具には次のようなものがあ

る。

シャベル，岩石用ハンマー，フィルムケース，ティ

ッシュペーパー，新聞紙，ビニル袋，記録のための懐

中定規と点字用紙，感光器

①地層全体の大きさを調べる。

②一つ一つの層の厚さを調べる。

③感光器で大まかな色の違いを調べる。

④ハンマーでいろいろな層を削り，硬さを調べる。

⑤シャベルで層の中を掘り出したりして，地層がどの

ようなものでできているかを調べる。

⑥はなれたところに地層があったら，層の重なり方や

層をつくっているものを調べて，はじめに観察した

地層と比べてみる。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 ５ 削除 アとイを次のように修正した。14
修正

「 ア）地震による大地の変化」か 「 イ）火山の（ ，（

噴火による大地の変化」のどちらかを選び，次のよう

な例を参考に調べよう。

調べる方法の例

１現地に行って，地域の人に話を聞く。

２地震や噴火のようすを，保存してあるところがあっ

たら，たずねて，係の人に話を聞く。

３図書館やインターネットで調べる。調べたことを

まとめて，発表しよう。

「 ア）地震による大地の変化 「 イ）火山の噴火（ 」，（

による大地の変化 それぞれ調べたい箇所に進む 点」 。（

字教科書では該当ページを指示してある ）。

「理科のひろば」の写真を図にした。17

図 ５－１２ 上下にずれた地震の後（断面）

地面

地面

図５－１３ 横にずれた地震の後（上から見た図）

円形に並んでいた石

2.6m石垣

実験 削除 「実験１」を，次のように修正した。23
修正 実験１

（準備するもの）

水溶液５種類（塩酸，炭酸水，食塩水，石灰水，アン

モニア水 ，水，ラベル，試験管６本，試験管立て，）

感光器，色つき蒸発皿６個，ピペット６本，電熱器，

保護めがね
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下

（方法）

①５つの水溶液を別々の試験管に入れ，ラベルを貼

る。残り１本の試験管に水を入れる。

②５つの水溶液を，感光器を使ったり，手で仰ぐよう

にしてにおいをかいだりして観察し，水とくらべ

る。

③５つの水溶液について，つぎの④～⑥の操作をし，

観察する。液を取るピペットは，別々のものを使

う。

④水溶液を，ピペットひとつまみ，蒸発皿に入れ，図

６－１のように加熱し，手で仰ぐようにしてにおい

をかぐ。

（注意）

・顔を近づけ過ぎないように気をつける。

・加熱中に触ってやけどをしないように，加熱する前

に，蒸発皿の位置を覚えておく。

・蒸発皿で熱している時，飛び散ることがあるので，

保護めがねをかける。

⑤蒸発皿の液が，ぶつぶつ沸騰する音を出したら，加

熱をやめる。

⑥蒸発皿が冷えてから，中の様子を感光器や手で観察

する。

（観察）

①においがする水溶液はどれか。

②加熱した後，何か出てくる水溶液はどれか。

図６－１ 加熱する方法

追加 「理科のひろば」の内容を二つの実験「しらべよう24 14
修正 １ 「しらべよう２」で示した。ただし，二酸化炭」，

素を水に溶かすことができるか調べる実験「しらべよ

う２」については，ここでは省略した。

しらべよう１

炭酸水から出る二酸化炭素を石灰水に入れてみよう。

（準備するもの）

炭酸水，石灰水，試験管（２本 ，試験管立て，ゴ）

ム栓にガラス管とゴム管をつないだもの，７０℃くら

いの湯，感光器，２００ｍｌビーカー，ビーカー立て

（牛乳パックに円カッターで穴をあけたもの）を使う

とよい。

（方法）

①試験管に石灰水を入れ，試験管立てに立てる。

②別の試験管に炭酸水を入れ，ゴム栓にガラス管とゴ

ム管をつないだものをつける。このガラス管の先を

石灰水が入った試験管の中に入れる。

③図６－２のように炭酸水を入れた試験管をお湯を入

れたビーカーにつける。

④石灰水の変化を感光器で観察する。
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 感光器 

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 （観察）

石灰水は変化したか。

図６－２ 炭酸水から出る二酸化炭素を調べる。

黒

い

板 ℃くらい70
ビーカー のお湯

石灰水 炭酸水

実験 差し 実験２を次のように差し替えた。 リトマス紙の色の変化25
替え 実験２ は，感光器の音の変化で

いろいろな水溶液をリトマス紙につけて，色の変化を はわかりにくいため，Ｂ

調べよう。 ＴＢ溶液で調べる方法に

（準備するもの） 代える。

水溶液５種類（塩酸，炭酸水，食塩水，石灰水，アン

モニア水 ，水，ラベル，試験管６本，試験管立て，）

感光器，ＢＴＢ溶液，白い下敷き

（方法）

①５つの水溶液を別々の試験管に入れ，ラベルを貼

る。残りの１本の試験管に水を入れる。

②試験管の後ろに白い下敷きを立てる。

③６本の試験管それぞれにＢＴＢ溶液を数滴入れる。

④６本の試験管の変化を感光器を使ってくらべる。

記録 削除 「記録カード」の内容を次のようにＢＴＢ溶液で調べ

カー 修正 る方法に変えた。

ド

記録カード

水溶液のなかま分け

ＢＴＢ溶液を入れたときの感光器の音を水と

比べた。

塩酸は水より高い。

アンモニア水は水より低い。

炭酸水は水より高い。

石灰水は水より低い。

食塩水は水と同じくらい。

追加 「リトマス紙の使いかた」を次のように修正し，ｐ リトマス紙は知識とし

修正 ２６の「 のあとに移行した。 て扱った。！」

表・ 差し 「リトマス紙」を，ＢＴＢ溶液に差し替え，次のよ26
まと 替え うにした。

め 図６－４の（ア）～（カ）にあてはまる水溶液を考

えよう。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 図６－４ ＢＴＢ溶液の変化と水溶液のなかま分け

ＢＴＢ溶液の色 感光器の音 水溶液

酸性 黄色 高い （ア）

（イ）

中性 緑色 水と同じ （ウ）

（エ）

アルカリ性 青色 低い （オ）

（カ）

まとめ

水溶液のなかで，ＢＴＢ溶液が黄色になる（感光器

できいた音が水より高い）ものを「酸性」の水溶液，

ＢＴＢ溶液の色が水と同じ緑色になる（感光器の音も

水と同じ）ものを「中性」の水溶液，ＢＴＢ溶液の色

が青色になる（感光器の音が水より低い）ものを「ア

ルカリ性」の水溶液という。

移行 よりリトマス紙の使い方を移行した。P.25
資料

リトマス紙

リトマス紙は赤色と青色がある。酸性では青色のリ

トマス紙が赤くかわり，アルカリ性では赤色のリトマ

ス紙が青くかわる。中性では青色，赤色とも変化しな

い。色が薄いので，変化を感光器でみることはむずか

しい。

①リトマス紙はピンセットでもつ （手で持つと，あ。

せなどで色が変わってしまうことがある ）。

②ガラス棒に，少量の水溶液をつけて，リトマス紙に

つける。ガラス棒は，１回ごとに新しい水であら

い，かわいた布でふきとってから使う。

実験 削除 「実験３」を次のように修正した。29
修正 実験３

スチールウール（鉄）やアルミニウムはくに，薄め

た塩酸を注いで，どうなるか調べよう。

（準備するもの）

スチールウール（１．５ｃｍくらいの大きさに丸め

たもの１つ ，アルミニウムはく（１ｃｍ角に切った）

もの４～５枚 ，薄い塩酸（目薬ビンの大きいような）

形の，点滴ビンにいれたもの ，試験管２本，試験管）

立て，ガラス棒２本，輪ゴム

（方法）

①薄い塩酸のビンをかるく一押し，試験管２本に５分

の１くらいずつ塩酸を入れる。

②スチールウールとアルミニウムはくを，①の試験管

２本に別々に入れ，スチールウールを入れた試験管

に目印の輪ゴムをまく。ガラス棒で試験管のなかを
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 つついてみる。それぞれの試験管は別々のガラス

棒 を使う。

（注意）発生した気体が燃えることがあるので，近く

で火を使ってはいけない。

③気体が発生していないか，音をきいて調べる。

④音がしなくなったら，もう一度ガラス棒で，なかを

つついてみる。スチールウールやアルミニウムはく

はどうなったか。

実験 修正 実験４を次のように修正した。32
実験４

うすい塩酸にアルミニウムはくが溶けた液を蒸発さ

せて出てくるものをしらべよう。

（準備するもの）

うすい塩酸にアルミニウムはくがとけた液，うすい

塩酸，ろうと，ろ紙，試験管４本，試験管立て，蒸発

皿，電熱器，保護めがね，ガラス棒２本

（方法）

①うすい塩酸にアルミニウムはくがとけた液を，図６

－５のようにろ過する。

②ろ過した液を，蒸発皿に入れて加熱する。

（注意）

蒸発させるとき，かならず窓を開けて行う。

蒸発した気体をじかにすいこまないように，蒸発皿

には顔を近づけない。また，蒸発皿で熱しているとき

に，飛び散ることがあるので，保護めがねをかける。

加熱した蒸発皿は，冷えるまでさわらない。

③液を蒸発させて，出てきた白い粉を集める。この白

い粉がアルミニウム（金属）かどうか次のようにし

て調べる。

④集めたものを，塩酸を入れた試験管と，水を入れた

試験管にいれる。このとき，あわが出るか観察す

る。

⑤この２本の試験管をふったあと，ガラス棒でとけた

かどうか調べる。ガラス棒は別々なものを使う。

図６－５ 液をろ過する

ろ紙 うすい塩酸に

ろうと アルミニウムはく

がとけた液

試験管
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 差し 「たしかめよう」のリトマス紙は，ＢＴＢ溶液に差35
替え し替えた。さらに，３の水溶液の性質とはたらきにつ

いては，次のように修正した。

（１）あとの（ア （イ）にあてはまる水溶液を次），

の５つの中から選んで，選んだわけを説明しよう。

塩酸

炭酸水

食塩水

石灰水

アンモニア水

（ア）ＢＴＢ溶液を入れると黄色になり，感光器の音

は水より低い。加熱すると，白いものが残る。

（イ）ＢＴＢ溶液を入れると黄色になり，感光器の音

は水より高い。加熱すると，臭いがして後には何も

残らない。

修正 「とびだせ 水溶液の性質とはたらき」P.61 ！」の「２

移行 を次のように修正し， の最後に移行した。P.35

とびだせチャレンジ

水溶液の性質とはたらき

実験

水溶液の性質を調べるもの（指示薬）を作ろう。

（準備するもの）

紫や赤の花（菊，朝顔，コスモスなど ，ポリエチレ）

ンの袋，水，輪ゴム，感光器

（方法）

①花びらと少量の水（ぬるま湯）をポリエチレンの袋

に入れ，輪ゴムで口をかたくとめる。

②袋をよくもんで水に色をつけ，指示薬をつくる。

③作った指示薬に酸性やアルカリ性の水溶液を入れ

て，色の変化を感光器で調べる。

実験

酸性やアルカリ性の水溶液は，金属以外のものもとか

すか調べよう。

（準備するもの）

調べるもの（卵の殻，木綿，木，石など ，試験管，）

試験管立て，薄い塩酸，薄い水酸化ナトリウム水溶

液，ガラス棒

（方法）

①試験管に塩酸を入れて，調べたいものを入れて，と

けるかどうかを調べる。

②①と同じように水酸化ナトリウム水溶液でも行う。

（注意）薬品をあつかうときは，皮ふについたり，目

に入ったりしないように，じゅうぶんに注意する。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 修正 導入実験の図を次のように変えた。36 4

図７－１ さかなをつりあげるおもちゃ

実験１をつぎのように差し替えた。38
実験１

電流を流したときの電磁石の性質とはたらきをしら

べよう。

（準備するもの）

乾電池，電磁石（コイルを鉄心にいれたもの ，盲）

人用方位磁針，スイッチ，ゼムクリップ（鉄製 ，ス）

タンド

（方法）

（ア）ゼムクリップを引きつけるか調べる。

①電磁石を立てた状態でスタンドに固定する。

（電磁石の下側が机の面から１０ｃｍくらいにする）

②電流を流し，ゼムクリップを電磁石に近づける。

図７－５

乾電池へ

スタンド

ゼムクリップ

を近づける

机

（イ）Ｎ極，Ｓ極があるか調べる。

①電磁石とかん電池をつなぐ。

②電磁石を２つの方位磁針の間に置く。

③２つの方位磁針の向きを調べる。

④かん電池の向きを逆にして，方位磁針の向きを調

べる。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 図７－６ Ｎ極とＳ極を調べる

乾電池

スイッチ

方位磁針 方位磁針

差し 電流計の使い方をつぎのように差し替えた。42 6
替え （パソコンを用いた計測方法は，資料９参照 ）。

盲人用音響表示式デジタル電流計の使い方

１電源スイッチを にすると，それぞれの音が鳴ON
るので確認する。

２音量調節つまみと表示速度調節つまみを回して，聞

き取りやすい音量，速度にする。

３電流計をつなぐときは，図７－７のように測定しよ

うとする回路に直列につないで使う。

４このとき電流計を電源に直接つないだり，回路に並

列につながない。

５使用する電流計が何Ａまで測れるものか確かめてか

ら使う。

６最初は，５Ａの端子を使って，おおよその値を読み

とってから，適当なマイナス端子につなぐようにす

る。

７発信音は，５～６秒後から聞き取るようにする。

図７－７ 電流計のつなぎ方
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 修正 実験２を次のように修正した。43 1

実験２

電磁石のはたらきは，どのようにすると大きくなる

かしらべよう。

（準備するもの）

乾電池，スイッチ，鉄しんをいれたコイル（巻き数

の違う２種類 ，ワニ口クリップ付き導線（数本 ，） ）

電流計，ゼムクリップ，

（方法）

（ア）電流の強さ（乾電池の数を変えて調べる）

この実験では，コイルの巻き数を同じ（変えない）

条件で行う。

①乾電池１個，電流の強さとつりあげたゼムクリップ

の数を記録する。

②同じように，乾電池２個，３個のときで記録する。

（イ）コイルの導線の巻き数を変えて調べる。

乾電池の数を１個にして，同じ（変えない）条件で

行う。また，導線の全部の長さは変えない。

①準備した２つのコイルについて，電流の強さとつり

上げたゼムクリップの数を記録する。コイルの巻き

数も記録する。

修正 グリーンマークのみ図で示した。55

削除 写真を削除し次のように文章化した。63 9
修正

とびだせチャレンジ

小さな世界をのぞいてみよう

顕微鏡によって肉眼では見ることができない，小さ

な世界を調べることができるようになりました。ロバ

ート・フック(イギリス・１６３５－１７０３)は自分

， 。で作った顕微鏡で コルクを観察しスケッチしました

その記録が残っています。

いろいろな顕微鏡

双眼実体顕微鏡は，火山灰やカエルの卵など小さい

。 ， ，ものを立体的にみる顕微鏡です 顕微鏡は花粉 血液

小さな生物等を大きくして見ることができます。走査

型電子顕微鏡は電気を利用した顕微鏡で，細かいとこ

ろまで立体的に見ることができます。最新の科学の研

究や，医療に利用されています。

削除 写真を削除し次のように文章化した。65
修正

遠くの世界をのぞいてみよう

望遠鏡によって，遠くの宇宙の世界を調べることが

できるようになりました。ガリレオ・ガリレイ(イタ

リア・１５６４－１６４２)は，自分で作った望遠鏡

で月を観察し，月にクレーターがあることを発見し，

スケッチに残しています。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

６下 いろいろな望遠鏡

学校で使うような小型の望遠鏡でも木星の縞模様，

土星の輪が観察できます。また，はくちょう座のくち

ばしの部分にあるアルビレオという星は，肉眼では１

つの星にしか見えませんが，望遠鏡を使うと２つの星

が見えます。

すばる望遠鏡は，日本が建設した大型の望遠鏡で，

アメリカのハワイ島にあります。光を集めるための鏡

の直径は８．２ｍで，一枚の鏡で作られたものとして

は世界最大です。すばる望遠鏡を使うと，たくさんの

星が集まっている銀河，ガスやちりが集まっている星

雲等を詳しく調べることができます。

ハッブル宇宙望遠鏡は，宇宙の観測を続ける望遠鏡

です。天体を詳しく調べることができます。遠くの銀

， 。河や様々な星を調べて たくさんの発見をしています



- 350 -

資料１ 「チョウを育てよう （３年 （指導上の参考例）」 ）

観察の方法

１ たまごからかえった幼虫の育ち方を調べる。

体の様子はどうか。

触った感じはどうか （あたたかいだろうか，冷たいだろうか ）。 。

大きさや，長さを自分の手や指と比較してみる。

動き方はどうか。指や手に這わせてみる。

食べあとのある葉を調べる。

糞のにおいや大きさを調べる。糞は乾くと粉になってしまう。

２ 大きくなって餌を食べなくなり，じっと動かなくなったさなぎの様子をその場所で，そっと触

ってみる （形がどのように変わったか）。

３ チョウになるまで，続けて観察する。

アゲハの育ち方

アゲハのたまごは，１ｍｍぐらいの大きさで，丸いボールのような形をしている。

たまごは，産み付けられてからしばらくすると，黒っぽい色になる。

たまごを産んでから７日ぐらいたつと，中から小さな虫が出てきて，殻を食べる。

生まれたばかりの幼虫は，黒っぽい色をしていて，体中に毛が生えている。

幼虫は，何回か脱皮して，少しずつ大きくなっていく。体の色は，黒っぽいところに白い帯の模

様があり，鳥の糞ににている。

何回か脱皮して，緑色のあおむしになる。このあおむしは，体に触れると頭と胸の間からオレン

ジ色の２本の角をにゅうっと伸ばし，そこから臭い匂いを出す。

［留意事項］

アゲハの飼育のため，校庭にミカン類の木を植えておくと良い。

桑の木があれば，蚕を育ててみるのも良い。チョウよりも幼虫が大きく，成虫になっても飛ばな

いので観察しやすい。

資料２ 「盲人用方位磁針の使い方 （３年 ｐ４８，４年上 ｐ３４ ）」 ＊

① 方位磁針は，まわりに金属などのない平らなところに置く。

② ストッパーをはずして，しばらく置いておく。

③ 磁針盤が止まったら，ストッパーをかける。

④ 磁針盤の上から軽く触って方位を調べる。

三つの点であらわされている向きが北である。

＊３年のかげのできかたの観察，および太陽の動きの観察が４年へ移行した。その観察に方位

磁針を用いる。
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図４－３ 盲人用方位磁針

資料３ 「振動モーターの作り方 （３年 ｐ６２ （指導上の参考例）」 ）

市販の模型用モーターとピニオンギヤを使って振動モーターを作る。ピニオンギヤの一部を切り

取ることにより，重心が偏りモーターが振動するようになる。ピニオンギヤは，径の大きなものの

方が効果的である。ピニオンギヤの切断は，大型のカッターまたは，はんだごてを使用する。はん

だごてを使う場合は，切断できなくても溶かすことで重心が偏ればよい。

ピニオンギヤ 端を切り取るか溶かす 重心が偏る
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資料４ 「４ 月の動き （４年上Ｐ３８ （指導上の参考例）」 ）

月の形が，日によってちがって見えること理解することは盲児童には困難である。時間に余裕が

あれば，次に示す方法で理解を図るとよい。

（準備するもの）

白いボール，大型懐中電灯，感光器

（方法）

①暗い部屋で，図１のように，大型懐中電灯などの光げんを置き，これを太陽と考える。白いボー

ルを月と考える。観察する人の位置が地球の位置である。地球から見て，ボールの明るい部分は見

えるかどうかを，感光器で調べてみる。このときの月の位置が，図２では（ア)の位置にあたる。

②次にボールを図２の（イ）の位置に置き，ボールの明るい部分が，地球から見て，どんな形に見

えるかを感光器で調べる。さらに （ウ （エ）の位置にボールがあるときについても，同じよう， ），

に調べる。

図１ 月の形の実験（横から見た図）

図２ 月の形の実験（上から見た図）
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図２で （ア）の位置は新月 （イ）の位置は右半分の半月 （ウ）の位置は満月 （エ）の位置， ， ， ，

は左半分の半月にあたる。また （ア）と（イ）の中間の位置が三日月にあたる。，

月は，球体をしていて，太陽の光で照らされて光っているので，太陽の光が当たっている側だけ

が明るく見える。太陽の光が当たらない側は，暗くて見えない。そのため，月の位置によって，明

るく光って見える部分と，暗くて見えない部分ができ，地球から見た月の形がちがう。

資料５ 「アルコールランプの使い方 （４年下ｐ．２４）」

使う前に確かめること

①本体やふたにひびわれがないか。

②アルコールは８分目まで入っているか。

③なかの芯が短くなっていないか。

④上にでている芯の長さはちょうど良いか。

ピンセットなどで芯をつまんで，芯の長さを調節する。芯の長さは５ｍｍぐらいがよい。短いと

ほのおが小さく，熱するのにじかんがかかる。長いと炎が大きくなり，まわりのものに火がうつる

危険がある。

火のつけかた

①燃えさし入れに，水を入れておく。

②水平で安定したところにアルコールランプを置き，本体をおさえて，ふたを取る。

③マッチをする。

， ， 。④マッチを持っていない手で アルコールランプの本体の下の方をおさえ マッチを近づける

アルコールランプにぶつかったら，そわせて持ち上げ，アルコールランプの芯に一呼吸の間

ふれさせる。

⑤マッチを燃えさし入れに捨て，アルコールランプの上に手をかざして，火が着いたか確かめ

る。

火の消し方

①アルコールランプの下の方をおさえ，もう一方の手でふたを持ち，横からふたを近づけ，ぶ

つかったらふたをかぶせると火が消える。ふたで消すのが難しい場合は，アルコールランプ

全体が入る５００ｍｌくらいビーカーをかぶせ，火を消しても良い。

②冷えてから，ふたを取り，ふたをしなおす。

してはいけないこと（注意）

①アルコールランプの火を，ふき消してはいけない （他のものに，火がうつる危険がある ）。 。

してはいけないこと

②火をつけたまま，持ち歩いてはいけない （ほかのものに火がうつったり，落としたりする。

危険がある ）。

③火をつけたままで，アルコールをつぎたしてはいけない （つぎたすアルコールに火がうつ。

る危険がある ）。

， 。（ ， 。）④まわりに もえやすいものを置いてはいけない 火がうつって 燃え広がるきけんがある

⑤不安定なものの上にのせてはいけない （たおれて，火が広がるきけんがある ）。 。

⑥アルコールランプの火で，別のアルコールランプの火をつけてはいけない （アルコールが。

こぼれて，燃え出すきけんがある ）。



- 354 -

資料６ 「ガスバーナーの使い方 （４年下ｐ．２５）」

ガスバーナーには，２つのねじがついている。下のねじはガスの調節，上のねじは空気の調節を

する。ガスバーナーを使う前に，元栓が閉まった状態で，ねじを反時計回りに回してゆるめ，ガス

バーナーの構造を調べてみよう。

使う前に確かめること

①ホースが破れていないか，ねじれていないか確かめる。

②ガスのねじ，空気のねじがあくことを確かめ，軽く，閉じておく。

火のつけ方

①ガスのねじ，空気のねじが閉まっていることを確認してから，元栓をあける。

②マッチに火をつけてガスバーナーの筒の先にのせて持ち，薬指・小指で筒をさわり，位置を

確認しながら，もう片方の手でガスのねじを開けて火をつける。手をかざして火が着いたこ

とを確認し，マッチを燃えさし入れに捨てる。

⑥ガスのねじを開けて，炎の大きさを調節する。ちょうどよい炎の大きさのときのガスの出る

音を覚えておくと便利である。

⑦ガスのねじを動かないように押さえて，空気のねじを開けていく。空気が多すぎると，ボー

， ， 。ボーという音がするので その音がしなくなるまでねじを閉めると ちょうど良い炎になる

（オレンジ色だった炎が青色の見えにくい炎になる）

火の消し方

①空気のねじを閉じる。

②ガスのねじを閉じる。

③元栓を閉じる。

（注意）

①ガスバーナーは実験が終わったら，すぐに火を消す。

②火を消しても，ガスバーナーの上の方は熱いので，よくさめるまで触ってはいけない。

③途中で火が消えたときは，あわてずに元栓を閉める。



- 355 -

資料７ 「カエルのたんじょうと成長 （５年上ｐ ２６～３１）」 .
１ カエルのたまご

春になると，冬眠していたカエルが池などにたくさん集まってくる。次の世代に生命をつなぐた

め，おすのカエルもめすのカエルも１つの場所に集まっている。おすが出した精子がめすのうんだ

たまごと結びつく(受精という)と，たまごは成長をはじめることができる。

池や水たまりで，透明な寒天のようなものをみかけることがある。この中に入っている，黒っぽ

， 。 。い丸いものが カエルのたまごである カエルのたまごは透明な寒天のようなもので包まれている

[水槽の準備]

・ 水槽は，日光が直接当たらない明るいところに置く。

・ よく洗った小石や砂をしき，くみおきの水（１～２日バケツにくんでおいた水）をいれる。

水道水を直接使わない。

・ 水草を入れる。水草は，明るいところで酸素をだすし，おたまじゃくしのえさにもなる。お

たまじゃくしがかえったあとは，水中に酸素が不足するので，モーターで，水中に空気を送り

込んだほうがよい。

観察１

カエルのたまごを観察しよう。

， ， 。 ，・ たまごを手ですくって てのひらにのせ もう一方の手でそっとさわってみる 大きさや形

手触りを調べる。

・ 外側のやわらかい寒天のようなものを，とり除いて，中のたまごを調べる。

２ たまごからおたまじゃくしまで

たまごには養分がたくさんあり，たまごの中の養分で子どもが育っていく。最初，たまごの中に

は，子どもの形らしいものは何もみえないが，何日かすると，たまごの中でからだの形ができてい

き，やがて，たまごの膜をやぶって，カエルの子ども（おたまじゃくし）がでてくる。

図３－５ たまごからおたまじゃくしになるまで
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３ おたまじゃくしの成長

[おたまじゃくしのかいかた]

・ たまごからかえったおたまじゃくしが泳ぎはじめたら，えさをあたえよう。えさは，ミジン

コなどの小さな生物，または，ゆでたホウレンソウの葉やかつおぶしや金魚のえさをすりつぶ

したものなどがよい。食べ残しがあると，水がくさりやすいので注意する。また，えさが足り

ないと，ともぐいをする（弱いおたまじゃくしを仲間がたべてしまう）ことがあるので注意す

る。

， （ ） ， 。・ ときどき くみおきの水 １～２日バケツにくんでおいた水 を 半分ずつ入れかえてやる

水を出すときは，ひしゃくなどでそっとくみ出す。水を入れるときは，水面に板をうかべ，そ

の上に水をそそぐようにするとよい。

図３－６ おたまじゃくしからカエルになるまで

観察２

おたまじゃくしのからだを観察しよう。

・ おたまじゃくしを手にとって，全体の形や表面のようすを，触って調べる。

・ 目や口の位置を調べる。

， 。 ， ， 。・ おたまじゃくしは どのように成長するか 週に１回 調べる曜日を決めて 重さをはかる

重さをはかるときは，１０匹まとめてはかるとよい。１０匹まとめてはかった後，１０で割

るとよい。

観察３

おたまじゃくしのからだの変化を観察しよう。

， 。・ おたまじゃくしに後ろあしがはえてくるのは おたまじゃくしになってから何日目ぐらいか

・ おたまじゃくしに前あしがはえてくるのは，おたまじゃくしになってから何日目ぐらいか。

・ 尾はどのように変化していくか。

（注意）

・ あしがでてきたら，水を減らし，水槽の中に石などを置いて陸をつくる。水面に板やコルク

などを浮かべてもよい。
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記録カード

カエルのたんじょう

・ たまごは，寒天のようなやわらかいものに包まれていた。

・ ４日目，だるまのような形になった。

， ， ， 。・ ７日目 寒天のような物から抜け出たが まだ泳ぐことはできず 水草にすいついていた

・ １０日目，ほおの両側に外えらがでてきた。

・ １７日目，外えらが消え，尾がのびておたまじゃくしになった。

・ おたまじゃくしになってから，約１月半がたったころ，後ろあしがでてきた。

・ 約２月がたったころ，前あしもでてきた。

・ ４本のあしがそろうと，だんだん尾が短くなって，小さいカエルの形になった。

資料８ 「女性と男性のからだ （５年上 ｐ ３４～３５）」 .
大人の女性と男性とでは，からだつきに違いがみられる。人は，１０歳をすぎるころから，女性

の体内では卵子が発育し，男性の体内では精子がつくられるようになる。また，女性では，ちぶさ

がふくらんでくる。こうして，次の世代に生命を受け継ぐ準備が始まる。

女性の卵子と男性の精子が母親の体内で結びつく（受精という）と，生命がたんじょうして，受

精卵が成長を始める。

図３－７ 女性のからだと子宮の位置（からだの内部を横から示した図）
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図３－８ 男性のからだと精子をつくるところ（からだの内部を横から示した図）
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資料９ 「電流センサーとパソコンを用いた計測器 （６年下 ４２ （指導上の参考例）」 ）P
市販されている電流センサーとパソコンをつなぐと，電流計，電圧計など様々な計測機器として

使うことができる。さらに市販されている音声化ソフトを用いると，音声出力が可能となり盲児童

も使用できる。

現在，盲児童が使用できる電流計，電圧計は市販されていないので，パソコンとセンサーを用い

た機器に頼らざる得ない。パソコンを用いた１つの例を以下に示す。

１ 電流計の使用方法

（１）コンピュータに電流センサーとコンバータを接続する。コンバータのスイッチを入れてから

コンピュータのスイッチを入れる。

（２）音声化センサーを起動する （ショートカットキーを設定しておくと盲生徒も起動できる）。

（３）起動後測定できる状態になり表示部に「測定開始 「設定 「終了」というボタンがでてく」 」

る 「設定」をＥＮＴＥＲキーを押すかマウスで左クリックして調整を行う。音質（男声，女。

声など）と読み上げ速度を調節して，最も聞き取りやすい音量，速度にする。音声は，０．１

秒ごとが最小読み上げ時間だが，読み終わらないうちに次の計測結果を読み上げてしまう の

で，０．５秒以上あけた方がよい。設定が終了したら 「設定終了」ボタンを押す。，

（４）測定域を越えた場合は「ピー」という連続音を発信するので，レンジ切り替えスイッチを１

ランク上げる。短時間であれば，耐えられるが，最も大きなレンジまで上げても音が消えない

ときは，回路を開く。

２ 電圧計の使用方法

（１）コンピュータに電圧センサーとコンバータを接続する。コンバータのスイッチを入れてから

コンピュータのスイッチを入れる。

（２）電源スイッチを にすると，測定できる状態になり表示部に「 」と「小数点」が表示ON 00
され，それぞれの音が鳴るのでそれを確認する。

（３）音量調節つまみと速度調節つまみを回して，最も聞き取りやすい音量，速度にする。

（４）測定しようとする電圧の強さが予想できないときは，もっとも大きなレンジを使って，おお

よその値を読みとってから，適当な測定域にレンジ切り替えスイッチを回すようにする。

（５）測定域を越えた場合は「ピー」という連続音を発信するので，レンジ切り替えスイッチを１

ランク上げる。最も大きなレンジまで上げても音が消えないときは，すぐに回路を開く。
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